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(57)【要約】
【課題】　専門的な採寸技術のないユーザでも簡単に取
り扱え、容易に採寸可能なサイズ測定装置、管理サーバ
、ユーザ端末及びサイズ測定システムを提供する。
【解決手段】　サイズ測定システムは、ユーザの身体に
装着してユーザの身体のサイズを測定し、当該測定した
サイズ等を表すセンサ測定情報を出力するサイズ測定装
置１０と、身体を測定するユーザが操作するユーザ端末
２０と、及びアパレル系商品のサイズや形状の情報等を
管理し、当該センサ測定情報に基づいてユーザの身体サ
イズの情報であるユーザサイズ情報や当該サイズに合っ
た商品の情報である商品検索結果情報をユーザ端末２０
へ提供する管理サーバ３０とを有して構成される。
【選択図】　　　　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ユーザが装着することにより、該ユーザの装着した身体部分のサイズ及び形状を特定す
るサイズ測定装置であって、
　伸縮可能な素材により構成される本体部と、
　電気的特性の変化に基づいて物理的数値を測定する測定センサとを有し、
　前記測定センサは、ユーザの身体の形状に起因する基材の伸長の程度を測定し、前記本
体部上にポリゴン状に配置されていることを特徴とするサイズ測定装置。
【請求項２】
　前記測定センサから出力された電気的特性の値を検出する検出部をさらに有し、
　前記検出部は、前記測定センサから出力される電気信号に基づいて、該測定センサの電
気的特性の値を検出することを特徴とする請求項１記載のサイズ測定装置。
【請求項３】
　前記測定センサは帯状であり、該帯長さ方向の両端部であるノードは、互いに隣接する
複数の測定センサ間において共有することを特徴とする請求項１又は２記載のサイズ測定
装置。
【請求項４】
　前記測定センサは、
　板状の一対の電極と、
　前記一対の電極間に配置された誘電膜とを有し、
　前記電極に張力が加えられ伸長すると、該電極の伸長に起因する静電容量の変化に基づ
いて、ユーザの身体の形状に起因した電極の伸長の程度を特定することを特徴とする請求
項１から３のいずれか１項に記載のサイズ測定装置。
【請求項５】
　前記測定センサは、
　伸縮性を備えた板状の電極を有し、
　前記電極に張力が加えられ伸長すると、該電極の伸長に起因する電気抵抗値の変化に基
づいて、ユーザの身体の形状に起因した電極の伸長の程度を特定することを特徴とする請
求項１から３のいずれか１項に記載のサイズ測定装置。
【請求項６】
　前記請求項３から５のいずれか１項に記載のサイズ測定装置から出力される前記測定セ
ンサの電気的特性の値のデータを取得し、該取得した電気的特性の値のデータを前記測定
センサの物理的数値を表すデータへ変換し、該変換した物理的数値に基づいて、複数の前
記ノード間の相対位置を決定することを特徴とする管理サーバ。
【請求項７】
　前記決定した複数のノード間の相対位置に基づいて、前記ユーザの身体部分のサイズ又
は形状を示す情報を決定し、該決定したユーザの身体部分のサイズ又は形状を示す情報を
、該ユーザが操作するユーザ端末へ送信することを特徴とする請求項６記載の管理サーバ
。
【請求項８】
　前記決定した複数のノード間の相対位置に基づいて、人体モデルを変形させ、該変形し
た人体モデルの断面データに示されるサイズ情報に基づいて、前記ユーザの身体部分のサ
イズ又は形状を示す情報を生成することを特徴とする請求項７記載の管理サーバ。
【請求項９】
　前記管理サーバは、アパレル系商品のサイズ及び形状を管理するデータベースを備え、
前記物理的数値を表すデータへの変換を行った後、前記データベースを参照し、前記物理
的数値を表すデータに合致した前記アパレル系商品を検索し、該検索結果を前記ユーザ端
末へ送信することを特徴とする請求項６から８のいずれか１項に記載の管理サーバ。
【請求項１０】
　複数種類の体型の人体画像と、該体型に適合する複数種類の商品画像とを格納し、
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　前記ユーザの身体部分のサイズ又は形状を示す情報に基づいて該ユーザの体型を決定し
、該決定した体型に適合した商品画像を抽出するとともに、該体型に適合した人体画像を
抽出又は適合するように変形させ、前記抽出又は変形した人体画像と前記抽出した商品画
像とを合成して該商品画像を着用した該人体画像を示すヴァーチャルフィッティング画像
を生成し、該生成したヴァーチャルフィッティング画像を前記ユーザ端末へ送信すること
を特徴とする請求項７から９のいずれか１項に記載の管理サーバ。
【請求項１１】
　前記請求項３から５のいずれか１項に記載のサイズ測定装置から出力される前記測定セ
ンサの電気的特性の値のデータを取得し、該取得した電気的特性の値のデータを前記測定
センサの物理的数値を表すデータへ変換し、該変換した物理的数値に基づいて、複数の前
記ノード間の相対位置を決定し、前記決定した複数のノード間の相対位置に基づいて、前
記ユーザの身体部分のサイズ又は形状を示す情報を決定し、該決定したユーザの身体部分
のサイズ又は形状を示す情報を出力することを特徴とするユーザ端末。
【請求項１２】
　前記決定したユーザの身体部分のサイズ又は形状を示す情報を前記管理サーバへ送信し
、
　前記管理サーバが生成した前記ユーザの身体部分のサイズ又は形状に合致したアパレル
系商品の検索結果を前記管理サーバから受信し、該検索結果を出力することを特徴とする
請求項１１記載のユーザ端末。
【請求項１３】
　前記ユーザの身体部分のサイズ又は形状を示す情報に基づいて該ユーザの体型を決定し
、該決定した体型に適合した商品画像及び人体画像の取得要求を前記管理サーバへ送信し
、
　前記商品画像及び人体画像を前記管理サーバから受信すると、該受信した商品画像と人
体画像とを合成して該商品画像を着用した該人体画像を示すヴァーチャルフィッティング
画像を生成し、該生成したヴァーチャルフィッティング画像を出力することを特徴とする
請求項１２記載のユーザ端末。
【請求項１４】
　前記請求項３から５のいずれか１項に記載のサイズ測定装置と、
　ユーザが操作するユーザ端末と、
　前記サイズ測定装置から出力される前記測定センサの電気的特性の値のデータを取得し
、該取得した電気的特性の値のデータを前記測定センサの物理的数値を表すデータへ変換
し、該変換した物理的数値に基づいて、複数の前記ノード間の相対位置を決定する管理サ
ーバとを有し、
　前記管理サーバは、前記決定した複数のノード間の相対位置に基づいて、前記ユーザの
身体部分のサイズ又は形状を示す情報を決定し、該決定したユーザの身体部分のサイズ又
は形状を示す情報を前記ユーザ端末へ送信することを特徴とするサイズ測定システム。
【請求項１５】
　前記管理サーバは、前記決定した複数のノード間の相対位置に基づいて、人体モデルを
変形させ、該変形した人体モデルの断面データに示されるサイズ情報に基づいて、前記ユ
ーザの身体部分のサイズ又は形状を示す情報を生成することを特徴とする請求項１４記載
のサイズ測定システム。
【請求項１６】
　前記管理サーバは、アパレル系商品のサイズ及び形状を管理するデータベースを備え、
前記物理的数値を表すデータへの変換を行った後、前記データベースを参照し、前記物理
的数値を表すデータに合致した前記アパレル系商品を検索し、該検索結果を前記ユーザ端
末へ送信することを特徴とする請求項１４又は１５記載のサイズ測定システム。
【請求項１７】
　前記管理サーバは、前記アパレル系商品の検索結果を示す商品検索結果情報として、該
アパレル系商品の購入用のＷｅｂページのＵＲＬを含む情報を前記ユーザ端末へ送信し、
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　前記ユーザ端末は、前記ＵＲＬを含む情報を用いて、前記アパレル系商品の購入用のＷ
ｅｂページを取得することを特徴とする請求項１６記載のサイズ測定システム。
【請求項１８】
　前記管理サーバは、複数種類の体型の人体画像と、該体型に適合する複数種類の商品画
像とを格納し、
　前記ユーザの身体部分のサイズ又は形状を示す情報に基づいて該ユーザの体型を決定し
、該決定した体型に適合した商品画像を抽出するとともに、該体型に適合した人体画像を
抽出又は適合するように変形させ、前記抽出又は変形した人体画像と前記抽出した商品画
像とを合成して該商品画像を着用した該人体画像を示すヴァーチャルフィッティング画像
を生成し、該生成したヴァーチャルフィッティング画像を前記ユーザ端末へ送信すること
を特徴とする請求項１４から１７のいずれか１項に記載のサイズ測定システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、サイズ測定装置、管理サーバ、ユーザ端末及びサイズ測定システムに関し、
特に、ユーザの身体やその他物品に装着しその装着した部分のサイズ等を測定するサイズ
測定装置、管理サーバ、ユーザ端末及びサイズ測定システムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　日常生活においてユーザが商品を購入したり、何らかのサービスを受けたりするために
、身体や物品のサイズを提示する必要に迫られることがある。
　例えば、ユーザが衣服又は帽子等のアパレル系商品を購入する際には、ＳＭＬといった
おおまかな自身の身体のサイズ情報を基準にアパレル系商品を購入することになるが、当
該アパレル系商品は、販売するブランドやメーカーによっては同じサイズ表示（ＳＭＬ等
）でも実際のサイズが異なっていることが多く、自身のサイズを正確に把握しておく必要
がある。
【０００３】
　上記のような身体や物品のサイズを把握しておくための従来技術の１つに、特許文献１
が開示するところの身体計測用メジャーが提案されている。
　特許文献１に開示される身体計測用メジャーは、屈曲自在なフレキシブルな巻き尺のゼ
ロ目盛の端部にゼロ目盛基準板が固定され、巻き尺の中間には目盛読取板が巻き尺に対し
てスライド自在に取り付けられ、前記目盛読取板は中央部に巻き尺の目盛および数字を表
示する目盛表示部が設けられ、前記目盛表示部に目盛読み取り基準線が設けられ、前記巻
き尺は目盛表示部の左右に設けた通孔を通して目盛表示部の背面においてスライド自在と
なっており、前記ゼロ目盛基準板の表面および前記目盛読取板の裏面には、それぞれ所要
部分に面ファスナーが取り付けられ、前記ゼロ目盛基準板と目盛読取板は両者を位置決め
して重ね合わせたときに、ゼロ目盛基準板のゼロ目盛と目盛読取板の目盛読み取り基準線
が合致するように両者の位置関係が設定されている。
　上記特許文献１に開示される身体計測用メジャーを用いることにより、巻き尺をウエス
ト等の身体部位から外した状態で容易かつ確実に、しかも正確にウエストや胸などの身体
部位のサイズを計測することができる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】実登３１２７４９０号
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、上記特許文献１の身体計測用メジャーを用いた場合には、通常のメジャ
ーよりは測定が容易となったかもしれないが、それでも測定する者によって測定値にバラ
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つきが生じ、測定された身体のサイズの正確性に問題が生じるおそれがある。
【０００６】
　本発明は、上記問題点に鑑みてなされたものであり、専門的な採寸技術のないユーザで
も簡単に取り扱え、容易に採寸可能なサイズ測定装置、管理サーバ、ユーザ端末及びサイ
ズ測定システムを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　かかる目的を達成するため、本発明は、ユーザが装着することにより、ユーザの装着し
た身体部分のサイズ及び形状を特定するサイズ測定装置であって、伸縮可能な素材により
構成される本体部と、電気的特性の変化に基づいて物理的数値を測定する測定センサとを
有し、測定センサは、ユーザの身体の形状に起因する基材の伸長の程度を測定し、本体部
上にポリゴン状に配置されていることを特徴とする。
【０００８】
　また、本発明におけるサイズ測定装置は、測定センサから出力された電気的特性の値を
検出する検出部をさらに有し、検出部は、測定センサから出力される電気信号に基づいて
、測定センサの電気的特性の値を検出することを特徴とする。
【０００９】
　また、本発明におけるサイズ測定装置は、測定センサは帯状であり、帯長さ方向の両端
部であるノードは、互いに隣接する複数の測定センサ間において共有することを特徴とす
る。
【００１０】
　また、本発明におけるサイズ測定装置によれば、測定センサは、板状の一対の電極と、
一対の電極間に配置された誘電膜とを有し、電極に張力が加えられ伸長すると、電極の伸
長に起因する静電容量の変化に基づいて、ユーザの身体の形状に起因した電極の伸長の程
度を特定することを特徴とする。
【００１１】
　また、本発明におけるサイズ測定装置によれば、測定センサは、伸縮性を備えた板状の
電極を有し、電極に張力が加えられ伸長すると、電極の伸長に起因する電気抵抗値の変化
に基づいて、ユーザの身体の形状に起因した電極の伸長の程度を特定することを特徴とす
る。
【００１２】
　また、本発明における管理サーバは、上記のサイズ測定装置から出力される測定センサ
の電気的特性の値のデータを取得し、取得した電気的特性の値のデータを測定センサの物
理的数値を表すデータへ変換し、変換した物理的数値に基づいて、複数のノード間の相対
位置を決定することを特徴とする。
【００１３】
　また、本発明における管理サーバは、決定した複数のノード間の相対位置に基づいて、
ユーザの身体部分のサイズ又は形状を示す情報を決定し、決定したユーザの身体部分のサ
イズ又は形状を示す情報を、ユーザが操作するユーザ端末へ送信する。
【００１４】
　また、本発明における管理サーバによれば、決定した複数のノード間の相対位置に基づ
いて、人体モデルを変形させ、変形した人体モデルの断面データに示されるサイズ情報に
基づいて、ユーザの身体部分のサイズ又は形状を示す情報を生成することを特徴とする。
【００１５】
　また、本発明における管理サーバは、アパレル系商品のサイズ及び形状を管理するデー
タベースを備え、物理的数値を表すデータへの変換を行った後、データベースを参照し、
物理的数値を表すデータに合致したアパレル系商品を検索し、検索結果をユーザ端末へ送
信することを特徴とする。
【００１６】
　また、本発明における管理サーバは、複数種類の体型の人体画像と、体型に適合する複
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数種類の商品画像とを格納し、ユーザの身体部分のサイズ又は形状を示す情報に基づいて
ユーザの体型を決定し、決定した体型に適合した商品画像を抽出するとともに、体型に適
合した人体画像を抽出又は適合するように変形させ、抽出又は変形した人体画像と抽出し
た商品画像とを合成して商品画像を着用した人体画像を示すヴァーチャルフィッティング
画像を生成し、生成したヴァーチャルフィッティング画像をユーザ端末へ送信することを
特徴とする。
【００１７】
　また、本発明におけるユーザ端末は、上記のサイズ測定装置から出力される測定センサ
の電気的特性の値のデータを取得し、取得した電気的特性の値のデータを測定センサの物
理的数値を表すデータへ変換し、変換した物理的数値に基づいて、複数のノード間の相対
位置を決定し、決定した複数のノード間の相対位置に基づいて、ユーザの身体部分のサイ
ズ又は形状を示す情報を決定し、決定したユーザの身体部分のサイズ又は形状を示す情報
を出力することを特徴とする。
【００１８】
　また、本発明におけるユーザ端末は、決定したユーザの身体部分のサイズ又は形状を示
す情報を管理サーバへ送信し、管理サーバが生成したユーザの身体部分のサイズ又は形状
に合致したアパレル系商品の検索結果を管理サーバから受信し、検索結果を出力すること
を特徴とする。
【００１９】
　また、本発明におけるユーザ端末は、ユーザの身体部分のサイズ又は形状を示す情報に
基づいてユーザの体型を決定し、決定した体型に適合した商品画像及び人体画像の取得要
求を管理サーバへ送信し、商品画像及び人体画像を管理サーバから受信すると、受信した
商品画像と人体画像とを合成して商品画像を着用した人体画像を示すヴァーチャルフィッ
ティング画像を生成し、生成したヴァーチャルフィッティング画像を出力することを特徴
とする。
【００２０】
　また、本発明におけるユーザ端末は、アパレル系商品のサイズ及び形状を管理するデー
タベースを備え、物理的数値を表すデータへの変換を行った後、データベースを参照し、
物理的数値を表すデータに合致したアパレル系商品を検索し、検索結果を出力することを
特徴とする。
【００２１】
　また、本発明におけるユーザ端末は、複数種類の体型の人体画像と、体型に適合する複
数種類の商品画像とを格納し、ユーザの身体部分のサイズ又は形状を示す情報に基づいて
ユーザの体型を決定し、決定した体型に適合した商品画像を抽出するとともに、体型に適
合した人体画像を抽出又は適合するように変形させ、抽出又は変形した人体画像と抽出し
た商品画像とを合成して商品画像を着用した人体画像を示すヴァーチャルフィッティング
画像を生成し、生成したヴァーチャルフィッティング画像を出力することを特徴とする。
【００２２】
　また、本発明におけるサイズ測定システムは、上記のサイズ測定装置と、ユーザが操作
するユーザ端末と、サイズ測定装置から出力される測定センサの電気的特性の値のデータ
を取得し、取得した電気的特性の値のデータを測定センサの物理的数値を表すデータへ変
換し、変換した物理的数値に基づいて、複数のノード間の相対位置を決定する管理サーバ
とを有し、管理サーバは、決定した複数のノード間の相対位置に基づいて、ユーザの身体
部分のサイズ又は形状を示す情報を決定し、決定したユーザの身体部分のサイズ又は形状
を示す情報をユーザ端末へ送信することを特徴とする。
【００２３】
　また、本発明におけるサイズ測定システムによれば、管理サーバは、決定した複数のノ
ード間の相対位置に基づいて、人体モデルを変形させ、変形した人体モデルの断面データ
に示されるサイズ情報に基づいて、ユーザの身体部分のサイズ又は形状を示す情報を生成
することを特徴とする。
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【００２４】
　また、本発明におけるサイズ測定システムによれば、管理サーバは、アパレル系商品の
サイズ及び形状を管理するデータベースを備え、物理的数値を表すデータへの変換を行っ
た後、データベースを参照し、物理的数値を表すデータに合致したアパレル系商品を検索
し、検索結果をユーザ端末へ送信することを特徴とする。
【００２５】
　また、本発明におけるサイズ測定システムによれば、管理サーバは、アパレル系商品の
検索結果を示す商品検索結果情報として、アパレル系商品の購入用のＷｅｂページのＵＲ
Ｌを含む情報をユーザ端末へ送信し、ユーザ端末は、ＵＲＬを含む情報を用いて、アパレ
ル系商品の購入用のＷｅｂページを取得することを特徴とする。
【００２６】
　また、本発明におけるサイズ測定システムによれば、管理サーバは、複数種類の体型の
人体画像と、体型に適合する複数種類の商品画像とを格納し、ユーザの身体部分のサイズ
又は形状を示す情報に基づいてユーザの体型を決定し、決定した体型に適合した商品画像
を抽出するとともに、体型に適合した人体画像を抽出又は適合するように変形させ、抽出
又は変形した人体画像と抽出した商品画像とを合成して商品画像を着用した人体画像を示
すヴァーチャルフィッティング画像を生成し、生成したヴァーチャルフィッティング画像
をユーザ端末へ送信することを特徴とする。
【００２７】
　なお、以上の構成要素の任意の組合せや、本発明の構成要素や表現を方法、装置、シス
テム、コンピュータプログラム、コンピュータプログラムを格納した記録媒体などの間で
相互に置換したものもまた、本発明の態様として有効である。
【発明の効果】
【００２８】
　本発明は、ユーザがサイズ測定装置を装着したとき、ユーザの身体の形状に起因する基
材の伸長の程度に従って変化する測定センサの電気的特性に基づいてその物理的数値を測
定するので、専門的な採寸技術のないユーザでも簡単に取り扱え、容易に採寸することが
可能となる。
【図面の簡単な説明】
【００２９】
【図１】本発明の第１の実施の形態におけるサイズ測定システムの構成を示す図である。
【図２】本発明の第１の実施の形態におけるサイズ測定装置の外観を示す図である。
【図３】本発明の第１の実施の形態におけるサイズ測定装置のブロック構成図である。
【図４】本発明の第１の実施の形態における測定センサの構成の一例を示す断面模式図で
あって、（ａ）は伸長していない状態を示す図であり、（ｂ）は面方向に伸長している状
態を示す図である。
【図５】本発明の第１の実施の形態におけるサイズ測定装置の測定センサの配置を示す拡
大図である。
【図６】本発明の第１の実施の形態における円柱モデルの一例を示す図である。
【図７】本発明の第１の実施の形態におけるユーザ端末の構成を示すブロック図である。
【図８】本発明の第１の実施の形態における管理サーバの構成を示すブロック図である。
【図９】本発明の第１の実施の形態におけるユーザ測定ＤＢのデータ構成の一例を示す図
である。
【図１０】本発明の第１の実施の形態における商品ＤＢのデータ構成の一例を示す図であ
る。
【図１１】本発明の第１の実施の形態における商品ＤＢに管理されるデータのうち商品サ
イズ情報をより詳細に表した図である。
【図１２】本発明の第１の実施の形態における体型画像ＤＢのデータ構成の一例を示す図
である。
【図１３】本発明の第１の実施の形態における商品画像ＤＢのデータ構成の一例を示す図
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である。
【図１４】本発明の第１の実施の形態におけるサイズ測定システムによるユーザの身体の
サイズ等の測定動作の流れを示すシーケンスチャートである。
【図１５】本発明の第１の実施の形態におけるサイズ測定システムによるユーザの身体の
サイズ等の測定動作の流れを示すシーケンスチャートである。
【図１６】本発明の第１の実施の形態における円柱座標の一般的な表記方法を示す図であ
る。
【図１７】本発明の第１の実施の形態における基準ノードの円柱座標の決定処理を説明す
るための図である。
【図１８】本発明の第１の実施の形態における他のノードの円柱座標の決定処理を説明す
るための図である。
【図１９】本発明の第１の実施の形態における三角形ＡＢＤを示す展開図である。
【図２０】本発明の第１の実施の形態における三角形Ａ´ＤＤ´を表す図である。
【図２１】本発明の第１の実施の形態における三角形Ｂ´ＥＥ´を表す図である。
【図２２】本発明の第１の実施の形態における三角形Ｃ´ＦＦ´を表す図である。
【図２３】本発明の第１の実施の形態におけるリングユニットＲｇ１を示す図である。
【図２４】本発明の第１の実施の形態におけるヴァーチャルフィッティング画像の提供動
作の流れを示すシーケンスチャートである。
【図２５】（ａ），（ｂ）は、本発明の第１の実施の形態の第２の変形例におけるサイズ
測定装置の外観を示す図である。
【図２６】本発明の第２の実施の形態における変更後の人体モデルを立体画像で表した一
例を示す図である。
【図２７】本発明の第２の実施の形態におけるスライスデータの一例を示す図である。
【図２８】本発明の第２の実施の形態におけるサイズ測定システムによるユーザの身体の
サイズ等の測定動作の流れを示すシーケンスチャートである。
【図２９】本発明の第２の実施の形態におけるサイズ測定システムによるユーザの身体の
サイズ等の測定動作の流れを示すシーケンスチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００３０】
＜第１の実施の形態＞
〔１〕第１の実施の形態の概要
　本発明の第１の実施の形態におけるサイズ測定装置１０は、測定対象物に装着すること
により、その装着した測定対象物のサイズと形状を測定するものである。
　その測定対象物は、例えば、ユーザの身体又はその他物品である。
【００３１】
　ユーザ端末２０は、サイズ測定装置１０と近距離無線通信網等により接続されており、
測定対象物のサイズ等を導き出す際の基になるデータをサイズ測定装置１０から取得する
と、当該取得したデータを管理サーバ３０へ送信する。
　管理サーバ３０は、そのデータを受信すると、自身に備えられたデータベースを参照し
て測定対象物のサイズ等を特定するとともに、測定対象物のサイズや形状に合致した商品
の検索を行い、その検索結果及び測定対象物のサイズ情報等をユーザ端末２０へ提供する
。
　ユーザは、ユーザ端末２０を用いて、その検索結果及びサイズ情報等を閲覧し、その検
索結果に示された商品をそのままＥＣサイトで注文することができる。
【００３２】
　測定対象物は上述のとおり特に限定しないが、以下に説明する例では、その一例として
ユーザの身体であるとし、サイズ測定装置１０をユーザが着用する衣服形状（シャツ、タ
イツ、パンツ、帽子等）であるとする。
　また、測定対象物に合致した商品は、一例として、ユーザの身体のサイズや形状に合致
するアパレル系商品（衣服、帽子、アクセサリー等）であるとする。
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【００３３】
〔２〕第１の実施の形態の構成
（１）サイズ測定システムの全体構成
　図１は、本発明の第１の実施の形態におけるサイズ測定システムの構成を示す図である
。
　図に示すように、サイズ測定システムは、ユーザの身体に装着してユーザの身体のサイ
ズを測定し、当該測定したサイズ等を表すセンサ測定情報を出力するサイズ測定装置１０
と、身体を測定するユーザが操作するユーザ端末２０と、アパレル系商品のサイズや形状
の情報等を管理し、当該センサ測定情報に基づいてユーザの身体サイズの情報であるユー
ザサイズ情報や当該サイズに合った商品の情報である商品検索結果情報をユーザ端末２０
へ提供する管理サーバ３０とを有して構成される。
【００３４】
　サイズ測定装置１０とユーザ端末２０とは、ネットワークを介して通信可能に接続され
ており、例えば、赤外線、Ｗｉ－Ｆｉ又はＢｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）等の近距離無
線通信で接続される。
【００３５】
　ユーザ端末２０は、サイズ測定装置１０が測定したユーザの身体のサイズの情報を含む
センサ測定情報をネットワークを介してサイズ測定装置１０から受信して取得することが
できる。
【００３６】
　ユーザ端末２０は、管理サーバ３０とネットワークを介して通信可能に接続されており
、例えば、インターネット又はＬＡＮ等のネットワークを介して接続される。
　ユーザ端末２０は、上記サイズ測定装置１０から取得したセンサ測定情報をネットワー
クを介して管理サーバ３０へ送信する。
　管理サーバ３０は、センサ測定情報をユーザ端末２０から受信すると、その受信したセ
ンサ測定情報に基づいてユーザの身体サイズや体型を決定する。
　また、管理サーバ３０は、ユーザ端末２０に対して、ユーザの身体サイズや体型に合っ
たアパレル形商品の情報を送信する。
【００３７】
　サイズ測定装置１０は、ユーザの身体のサイズ及び形状を測定するものであり、その測
定対象となる身体の部位は特に限定しないが、本実施の形態では、一例として、タイツ形
状をなしており、ユーザの身体サイズ及び体型を測定するものとし、管理サーバ３０は、
ユーザの身体サイズ及び体型に合ったアパレル系商品（ズボン、パンツ、タイツ等）の情
報を提供するものとする。
【００３８】
（２）サイズ測定装置１０の構成
（サイズ測定装置１０の全体構成）
　図２は、本発明の第１の実施の形態におけるサイズ測定装置１０の外観を示す図である
。
　図に示す例では、本実施の形態におけるサイズ測定装置１０は、タイツ形状をなしてお
り、全体として、伸縮自在な繊維等の素材で構成されている。
　ユーザがタイツを履くようにサイズ測定装置１０を自身の下半身に装着すると、サイズ
測定装置１０はユーザの下半身のサイズ及び形状に合わせて伸長し、そのサイズ及び形状
を測定する。
　例えば、サイズ測定装置１０のウエスト部分をユーザのウエストの位置に合わせ、サイ
ズ測定装置１０の裾部分をユーザの足首よりやや上に位置するように着用することにより
、サイズ測定装置１０は、ユーザの体型に合わせて足の長さ方向に伸長するとともに、ウ
エストやヒップの形状又は足の太さ等に合わせてウエスト、ヒップ、足の周りの周方向に
伸長する。
　ユーザがタイツを脱ぐようにサイズ測定装置１０を下半身から取り外すと、サイズ測定



(10) JP 2018-147013 A 2018.9.20

10

20

30

40

50

装置１０は元のサイズ及び形状に復元する。
【００３９】
　図に示すように、サイズ測定装置１０は、伸縮可能な素材によりタイツ形状を形成する
本体部１と、ユーザの身体のサイズ及び形状の測定処理等を実行する測定処理部４とを有
して構成される。
【００４０】
　上記本体部１の伸縮可能な素材としては、例えば、スパンデックス（ポリウレタン弾性
繊維）を、ポリエステル等の伸縮性及び弾力性に富んだ素材又は他の繊維（コットン等）
を混紡した合成繊維等が用いられ、その伸縮性及び弾力性が確保できるものであれば一般
に衣類等に用いられる他の素材であってもよい。
【００４１】
　測定処理部４は、上記本体部１の伸縮につれて伸縮可能な測定センサを有する。
　測定処理部４は、ユーザがサイズ測定装置１０を装着したとき、当該測定センサの長さ
を測定することにより、ユーザの身体サイズや体型を検出する。
　また、図の例においては、測定センサ以外の測定処理部４は、タイツ状の本体部１のウ
エスト部分の裏地の位置に取り付けられているが、これはあくまでも一例であり、この位
置に限定されない。
【００４２】
　図３は、本発明の第１の実施の形態におけるサイズ測定装置１０のブロック構成図であ
る。
　図に示すように、サイズ測定装置１０の測定処理部４は、ＣＰＵ等により構成されサイ
ズ測定装置１０全体を制御する制御部１１と、ＲＯＭ、ＲＡＭ等により構成されセンサ測
定情報等を格納する情報格納部１２と、近距離無線通信等によりユーザ端末２０と通信を
行う通信部１３と、後述の測定センサの測定値を検出する検出部１４と、ユーザの身体の
サイズや形状等を測定する１以上の測定センサから構成される測定部１５とを有して構成
される。
【００４３】
　検出部１４は、測定部１５（測定センサ）により測定されたユーザの身体のサイズや形
状等を示すアナログ信号をデジタル信号に変換して制御部１１へ入力する。
【００４４】
　測定部１５は、複数の測定センサ等により構成され、その測定センサは電気的特性の変
化に基づいて物理的数値を測定するものであり、本体部１上に設けられる。
【００４５】
（測定センサの構成）
　図４は、本発明の第１の実施の形態における測定センサ１２００の構成の一例を示す断
面模式図であって、（ａ）は伸長していない状態を示す図であり、（ｂ）は面方向に伸長
している状態を示す図である。
　以下、本図を用いて、本実施の形態におけるサイズ測定装置１０において用いられる測
定センサ１２００の構成を説明する。
【００４６】
　図に示すように、測定センサ１２００は、誘電膜１２０１と、誘電膜１２０１の表裏両
面にそれぞれ固定される電極１２０２，１２０３とを有して構成される。
【００４７】
　誘電膜１２０１はシート状を形成しており、弾性変形可能に構成される。
　誘電膜１２０１を構成する素材としては主としてエラストマーから構成され、例えばエ
ラストマーとしては、シリコーンゴム、アクリロニトリル－ブタジエン共重合ゴム、アク
リルゴム、エピクロロヒドリンゴム、クロロスルホン化ポリエチレン、塩素化ポリエチレ
ン、ウレタンゴム等を用いることが可能である。
【００４８】
　電極１２０２，１２０３もまた誘電膜１２０１と同様に、シート状を形成しており、弾



(11) JP 2018-147013 A 2018.9.20

10

20

30

40

50

性変形可能に構成される。
　電極１２０２，１２０３を構成する素材としては主としてエラストマーから構成され、
例えばエラストマーとしては、シリコーンゴム、エチレン－プロピレン共重合ゴム、天然
ゴム、スチレン－ブタジエン共重合ゴム、アクリロニトリル－ブタジエン共重合ゴム、ア
クリルゴム、エピクロロヒドリンゴム、クロロスルホン化ポリエチレン、塩素化ポリエチ
レン、ウレタンゴム等を用いることが可能である。
　電極１２０２，１２０３は、上記エラストマーに導電材料を伸縮可能に設けて又は含有
させて構成され、電極１２０２，１２０３が誘電膜１２０１とともに伸縮した際にも導電
性が確保されている。
【００４９】
　測定センサ１２００の静電容量Ｃは、下記の式により求めることができる。
 
　Ｃ＝ε・Ｓ／ｄ　　　　・・・式（１）
（Ｃ：静電容量，ε：誘電比率，Ｓ：電極１２０２（電極１２０３）の面積，ｄ：電極１
２０２，１２０３間の距離）
【００５０】
　図４の（ａ），（ｂ）に示すように、例えば、測定センサ１２００の電極１２０２，１
２０３の面方向に対して伸長させる方向に力が加わると、誘電膜１２０１及び電極１２０
２，１２０３の面積Ｓが拡張するとともに、誘電膜１２０１の膜厚が小さくなり、これに
伴って電極１２０２，１２０３間の距離ｄが小さくなる。この変化によって、上述の式（
１）より、電極１２０２，１２０３間の静電容量Ｃは増加する。
【００５１】
　本実施の形態では、上記帯形状の伸縮型の測定センサ１２００は、ユーザがサイズ測定
装置１０を装着したときに、帯長さ方向にほぼ直線的に伸長するように本体部１上に取り
付けられる。
【００５２】
　各電極１２０２，１２０３には配線の一端が接続され、その配線の他端はノードを介し
て検出部１４に接続されている。
【００５３】
　検出部１４は、測定センサ１２００から検出信号を入力すると、当該検出信号の値は情
報格納部１２に格納される。
　この検出信号は電極１２０２，１２０３間の静電容量に応じて波形の振幅が変化するの
で、振幅を測定することにより、両電極１２０２，１２０３間の静電容量を測定（算定）
することできる。
【００５４】
　このように誘電膜１２０１を電極１２０２，１２０３で挟んで構成した測定センサは、
面方向に伸長させると静電容量が変化するので、その静電容量の変化量を計測することに
より、測定センサがどれくらい物理的に伸長したかを測定する伸縮型の測定センサとして
用いることができる。
【００５５】
　なお、本実施の形態では、測定センサ１２００は、２つの電極１２０２，１２０３間に
誘電膜１２０１が配置される３層構造で構成されるものであったが、電極、誘電膜、電極
、誘電膜、電極、・・・と各一対の電極間に誘電膜が配置される３層以上の構造で構成さ
れるようにしてもよい。
　この構成においても各電極は配線を介して検出部１４に接続される。
【００５６】
（測定センサの配置例）
　図５は、本発明の第１の実施の形態におけるサイズ測定装置１０の測定センサの配置を
示す拡大図である。
　以下、本図を用いて、各測定センサの配置について説明する。
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　各測定センサＳｃ１～Ｓｃ１３は、一対の電極間に誘電膜が設けられたコンデンサであ
り、伸縮可能な帯状に形成されている。
　図に示すように、これら複数の測定センサＳｃ１～Ｓｃ１３が、本体部１上に複数の三
角形が互いに隣接する三角ポリゴン状に配置されている。すなわち、各測定センサＳｃ１
～Ｓｃ１３は各三角形の辺の１つを構成し、互いに隣接する三角形の各辺は、１つの測定
センサを共有している。
【００５７】
　本実施の形態においては、三角ポリゴン状に配置される測定センサの交差部分又は帯状
端部同士の接点をノードという概念で表す。
　図の例では、各測定センサＳｃ１～Ｓｃ１３の帯長さ方向の両端には、各測定センサＳ
ｃ１～Ｓｃ１３の静電容量の値を出力するノードＮｄ１～Ｎｄ４が位置している。
　検出部１４は、各測定センサＳｃ１～Ｓｃ１３からの出力信号を検出することにより、
当該各測定センサＳｃ１～Ｓｃ１３の静電容量の値を検出する。
　サイズ測定システムは、その各測定センサＳｃ１～Ｓｃ１３の静電容量に基づいて、各
測定センサＳｃ１～Ｓｃ１３の長さを測定する。
【００５８】
　各測定センサＳｃ１～Ｓｃ１３は隣接する測定センサとの間でノードを共有している。
　本実施形態における測定センサＳｃ１～Ｓｃ１３は、三角形同士が互いに接するポリゴ
ン状に配置されているので、各ノードＮｄ１～Ｎｄ４は６つの測定センサにおいて共有さ
れる。
【００５９】
　上述のとおり、サイズ測定装置１０の本体部１には伸縮型の測定センサ１２００が三角
ポリゴン状に配置される。
　また、制御部３１は、サイズ測定装置１０の形状に応じて、複数の測定センサ及びノー
ドがリング状に交互に接続されて構成される構成単位であるリングユニットが、円柱高さ
方向に所定間隔を空けて複数重畳された円柱モデルを生成する。
　例えば、サイズ測定装置１０の形状が、本実施の形態のようにタイツ形状の場合には、
制御部３１は、タイツ形状のサイズ測定装置１０全体を腰部分及び左右両足部分の３つに
分解し、各部分をそれぞれ３つの円柱に置き換えて円柱モデルを生成する。
　制御部３１は、各円柱モデルに配置されている各測定センサの静電容量の値に基づいて
、当該測定センサの長さを決定し、さらに、当該測定センサの長さの値に基づいて、各測
定センサの両端のノードの円柱座標を決定し、最終的にサイズ測定装置１０を着用したユ
ーザの身体サイズ及び体型を測定する。
　各ノードの円柱座標の決定処理の詳細については後述する。
【００６０】
　図６は、本発明の第１の実施の形態における円柱モデルの一例を示す図である。
　上述のように、複数の測定センサは三角ポリゴンの各辺に対応する位置に配置されてい
るが、図６において円柱モデルの底面の円周方向に注目すると、複数の測定センサはノー
ドを介して円柱モデルを１周巻回するようにリング状に接続されて配置され、リングユニ
ットを構成している。
　各リングユニットを構成する測定センサ及びノードは同一平面上に位置するものであり
、これら構成要素は、円又は楕円状を形成する。
【００６１】
　図に示すように、リングユニットＲｇ０～Ｒｇ３は、円柱モデルの円周方向に１周巻回
されるように配置されているが、各リングユニットを構成する複数の測定センサ及び複数
のノードは、同一の円又は楕円の円周上に配置される。
　例えば、リングユニットＲｇ０は、測定センサＳａ～Ｓｃと、当該測定センサＳａ～Ｓ
ｃの両端に配置されるノードＮａ～Ｎｃとを有して構成され、これら測定センサＳａ～Ｓ
ｃ及びノードＮａ～Ｎｃは、同一円周上に配置されている。
【００６２】
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　また、リングユニットが形成する円又は楕円は、円柱モデルの底面と平行なものもあれ
ば、当該底面に対し所定角度傾斜しているものもある。
【００６３】
　１つのリングユニットを構成する測定センサ及びノードの数は、それぞれ３以上であれ
ば特に限定しないが、本実施の形態では、一例として、１つのリングユニットを構成する
測定センサ及びノードの数は、それぞれ３つずつであるものとする。
　なお、各リングユニットＲｇ０～Ｒｇ３間においても、各ノードＮａ～Ｎｌ間は測定セ
ンサで接続されているが、本図では省略している。
【００６４】
　なお、リングユニットの中には、各ノードの円柱座標を決定する際に、円柱座標の基準
とするためにノードの円柱座標の一部が既知の値に設定済みのものがある。以下、この円
柱座標が設定済みのリングユニットを「基準リングユニット」といい、当該基準リングユ
ニットを構成するノードを「基準ノード」という。
　基準リングユニットを構成する各基準ノードの円柱座標の高さは「０」に予め設定され
ている。また、上記基準リングユニットを構成する基準ノードのうち１つの基準ノードの
円柱座標の角度は「０」に予め設定されている。
【００６５】
　管理サーバ３０の制御部３１は、この基準ノードの円柱座標を基準として、同円柱モデ
ルに属する他のノードの相対位置（円柱座標）を決定していく。
　制御部３１はこのノードの円柱座標の決定処理を各円柱モデル（腰及び両足）ごとに実
行する。
【００６６】
　図６の例では、リングユニットＲｇ０が基準リングユニットであり、これを構成するノ
ードＮａ，Ｎｂ，Ｎｃが基準ノードである。
　基準ノードＮａ，Ｎｂ，Ｎｃの円柱座標の高さは全て「０」に設定されており、このう
ち基準ノードＮａの円柱座標の角度は「０」に設定されている。
【００６７】
（３）ユーザ端末２０の構成
　ユーザ端末２０は、自身の身体のサイズ及び形状を測定するユーザが操作する情報処理
装置であって、例えば、スマートフォン、タブレット型端末、携帯電話機、ＰＤＡ又はＰ
Ｃ等である。
【００６８】
　図７は、本発明の第１の実施の形態におけるユーザ端末２０の構成を示すブロック図で
ある。
　図に示すように、ユーザ端末２０は、ＣＰＵ等により構成されユーザ端末２０全体を制
御する制御部２１と、各種情報を格納する情報格納部２２と、インターネットやＬＡＮ等
のネットワークを介して管理サーバ３０と通信を行うとともに、無線ＬＡＮやＢｌｕｅｔ
ｏｏｔｈ（登録商標）等の近距離無線通信等を介してサイズ測定装置１０と通信を行う通
信部２３と、ディスプレイ等に情報の表示を行う表示部２４と、各種キー、タッチパネル
又はマイク等により情報の入力を行う操作部２５とを有して構成される。
【００６９】
　なお、上述のとおり、ユーザ端末２０はサイズ測定装置１０との間で近距離無線通信を
介して情報の送受信を行うことが好ましいが、有線（ケーブル）を相互に接続して通信を
行うようにしてもよい。
【００７０】
　通信部２３は、センサ測定情報をサイズ測定装置１０から受信すると、その受信したセ
ンサ測定情報を管理サーバ３０へ送信する。
　その後、ユーザ端末２０の通信部２３は、ユーザの身体サイズを表す上記ユーザサイズ
情報を管理サーバ３０から受信すると、制御部２１は当該受信したユーザサイズ情報に基
づいて、ユーザの身体のどの部分のサイズがどのくらいの長さであるかを表示部２４上に
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表示することが可能となっている。
　また、通信部２３が上記ユーザサイズ情報に示されるユーザの身体サイズに合ったアパ
レル系商品の情報である商品検索結果情報を管理サーバ３０から受信すると、制御部２１
は、これら受信した情報を表示部２４に表示させることもできる。
　ユーザは、その表示部２４上に表示された商品検索結果情報（Ｗｅｂページ等）につい
て操作部２５を操作してそのまま当該商品をネットショップにおいて購入することができ
る。
【００７１】
（４）管理サーバ３０の構成
　管理サーバ３０は、ユーザ端末２０から送信されるセンサ測定情報に基づいてユーザの
身体のサイズ情報を含むユーザサイズ情報を出力して管理するとともに、当該ユーザサイ
ズ情報をユーザ端末２０へ提供する情報処理装置である。
　また、管理サーバ３０は、アパレル系商品のサイズ等を示す商品情報を予め複数格納し
、上記ユーザサイズ情報に基づき、商品情報のデータベースを参照して、ユーザの身体の
サイズ及び形状に合ったアパレル系商品を検索し、その検索結果（商品検索結果情報）を
ユーザ端末２０へ提供する。
【００７２】
　図８は、本発明の第１の実施の形態における管理サーバ３０の構成を示すブロック図で
ある。
　図に示すように、管理サーバ３０は、ＣＰＵ等により構成され管理サーバ３０全体を制
御する制御部３１と、センサ測定情報、ユーザサイズ情報及び商品情報等を格納する情報
格納部３２と、インターネットやＬＡＮ等のネットワークを介してユーザ端末２０と通信
を行う通信部３３とを有して構成される。
【００７３】
　管理サーバ３０の情報格納部３２は、ユーザを識別するユーザＩＤに対応付けて、ユー
ザの各測定センサの測定値であるセンサ測定情報と当該測定センサの長さ等の物理的数値
を表すセンササイズ情報とを管理するデータベースであるセンサ測定ＤＢ３２１と、上記
センサ測定情報を上記センササイズ情報に変換するための測定変換ＤＢ３２２と、ユーザ
の身体サイズを示すユーザサイズ情報を管理するデータベースであるユーザ測定ＤＢ３２
５と、アパレル系商品を識別する商品ＩＤに対応付けて、アパレル系商品の内容やサイズ
等を表す商品情報を管理するデータベースである商品ＤＢ３２６と、各体型ごとの人体画
像を管理する体型画像ＤＢ３２７と、各体型ごとのアパレル系商品の画像（商品画像）を
管理する商品画像ＤＢ３２８とを格納する。
【００７４】
　センサ測定ＤＢ３２１は、上記サイズ測定装置１０による測定値（静電容量）を示すセ
ンサ測定情報と、測定変換ＤＢ３２２を用いて変換された測定センサの長さの値を示すセ
ンササイズ情報とを管理するデータベースである。
　管理サーバ３０の制御部３１は、上記センサ測定情報をユーザ端末２０から受信すると
、当該受信したセンサ測定情報をセンサ測定ＤＢ３２１に登録するとともに、当該受信し
たセンサ測定情報を測定変換ＤＢ３２２を用いて変換したセンササイズ情報も合わせてセ
ンサ測定ＤＢ３２１に登録する。
【００７５】
　測定変換ＤＢ３２２は、測定センサの静電容量の値を長さの値に変換するためのデータ
ベースである。
　測定変換ＤＢ３２２は、各測定センサの静電容量の値と、当該値が示す各測定センサの
長さとを対応付けて管理している。
【００７６】
　管理サーバ３０がユーザ端末２０からセンサ測定情報（測定センサの静電容量の値）を
受信すると、管理サーバ３０の制御部３１は、測定変換ＤＢ３２２を参照し、当該受信し
た静電容量の値を測定センサの長さの値（センササイズ情報）に変換する。
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　管理サーバ３０は、その変換したセンササイズ情報に基づいて、ユーザの身体サイズを
示す情報であるユーザサイズ情報を生成する。
【００７７】
　管理サーバ３０の制御部３１は、サイズ測定装置１０の本体部１上に配置されている複
数のノードの円柱座標を各円柱モデルにおいて決定し、当該決定したノードの円柱座標に
基づいてノード間の距離を検出すると、ユーザの体型や各身体部分のサイズを決定するこ
とができる。
　ユーザ測定ＤＢ３２５は、上記ユーザの身体部分の各サイズの値を示すユーザサイズ情
報を管理するデータベースである。
【００７８】
　図９は、本発明の第１の実施の形態におけるユーザ測定ＤＢ３２５のデータ構成の一例
を示す図である。
　図に示すように、ユーザ測定ＤＢ３２５には、各ノードの円柱座標に基づいて決定した
各ユーザのユーザサイズ情報が各サイズＬ１～Ｌ４・・・ごとに登録されている。
　サイズＬ１～Ｌ４・・・は、例えば、ユーザのウエストや股下等の衣服着用の際等にお
いて一般に用いられる寸法であるが、これに限定されず、あらゆる身体サイズが含まれる
。
　なお、情報格納部３２には、上記ユーザサイズ情報の生成アルゴリズムを記述したプロ
グラムが格納されており、当該ユーザサイズ情報の生成アルゴリズムには、ユーザサイズ
情報の各サイズＬ１～Ｌ４・・・がどのノード間の距離であるかについて記述されている
。
　制御部３１は、そのプログラムを読み出し、アルゴリズムを用いて、センササイズ情報
に基づいて上記ユーザサイズ情報の生成処理を実行する。
【００７９】
　商品ＤＢ３２６は、アパレル系商品の商品情報を管理するデータベースである。
　図１０は、本発明の第１の実施の形態における商品ＤＢ３２６のデータ構成の一例を示
す図である。
　図に示すように、商品ＤＢ３２６は、予め所定の方法で測定されたアパレル系商品のサ
イズを表す商品サイズ情報と、その他アパレル系商品に関する情報（アパレル系商品の形
状、色、デザイン、種類、メーカー、価格、画像情報、ネットショップにおけるアパレル
系商品の販売ページのＵＲＬ等）とがアパレル系商品を識別する商品ＩＤに対応付けられ
、商品情報として登録されている。
【００８０】
　図１１は、本発明の第１の実施の形態における商品ＤＢ３２６に管理されるデータのう
ち商品サイズ情報をより詳細に表した図である。
　図に示すように、商品ＤＢ３２６には、各アパレル系商品の商品サイズ情報が各サイズ
Ｌ１～Ｌ４・・・ごとに登録されている。
　当該商品ＤＢ３２６のサイズＬ１～Ｌ４・・・は、ユーザ測定ＤＢ３２５のサイズＬ１
～Ｌ４・・・に対応している。
【００８１】
　また、商品ＤＢ３２６には、商品サイズ情報ごとにその検索範囲についても登録されて
いる。各検索範囲には対応する上記商品サイズ情報の数値が含まれている。
　図に示す例では、商品ＩＤ「Ｓ０００１」のアパレル系商品のサイズＬ１の商品サイズ
情報は「７２．０」、その検索範囲は括弧内の「７０．０～７５．０」であり、ユーザの
身体の測定のサイズ情報が「７２．０」である場合、管理サーバ３０の制御部３１は、ユ
ーザサイズ情報が検索範囲内に収まっているので、商品ＩＤ「Ｓ０００１」のアパレル系
商品の情報は、ユーザ端末２０へ提供される商品検索結果情報に含まれる可能性がある。
　制御部３１は、上記のような検索処理を、各サイズＬ１～Ｌ４・・・、各アパレル系商
品で行い、ユーザの身体サイズに合ったアパレル系商品の商品情報を抽出する。
【００８２】
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　なお、上記アパレル系商品の抽出方法は、特に限定されない。
　例えば、全てのサイズＬ１～Ｌ４・・・の検索範囲内に収まったときだけ当該アパレル
系商品の商品情報を抽出してもよいし、上記サイズのうち一部のサイズの検索範囲内に収
まった場合にも抽出するようにしてもよい。
　また、その検索範囲の数値幅は、ユーザが任意の値を予め設定し、商品ＤＢ３２６に登
録しておくようにしてもよいし、各アパレル系商品の種類や素材等によって管理サーバ３
０の制御部３１が自動的に設定するようにしてもよい。
　例えば、制御部３１はアパレル系商品が伸縮性の高い素材であれば検索範囲の数値幅を
広めに設定し、反対に伸縮性の低い素材であれば検索範囲の数値幅を狭めに設定するよう
にしてもよい。
【００８３】
　管理サーバ３０は、上記のように検索の結果抽出した１以上のアパレル系商品の商品情
報を、商品検索結果情報としてユーザ端末２０へ送信する。
　ユーザ端末２０は、商品検索結果情報を管理サーバ３０から受信すると、当該受信した
商品検索結果情報を表示部２４上に表示する。
　ここで、商品検索結果情報としては例えば、ユーザの身体のサイズ及び形状に合致した
アパレル系商品、又は所定値範囲内の近いサイズ及び形状のアパレル系商品の各種文字情
報や画像情報が表示される。
　ユーザは、その表示された商品検索結果情報を閲覧して自身の身体に合ったアパレル系
商品の情報を知ることができ、アパレル系商品購入の際の参考にすることが可能となる。
【００８４】
　また、ユーザは、商品検索結果情報上に表示されているＵＲＬをクリック等すると、ユ
ーザ端末２０は、当該ＵＲＬのＷｅｂページの取得要求をＷｅｂサーバに対して送信し、
Ｗｅｂサーバは、当該Ｗｅｂページである上記商品検索結果情報上のアパレル系商品の購
入ページをユーザ端末２０へ送信する。
　ユーザ端末２０は、その購入ページを受信すると、表示部２４上に表示する。
　その後、ユーザは、その購入ページから当該アパレル系商品をネットショップで購入す
ることも可能である。ネットショップにおける購入処理については既知の処理と同様の内
容であるのでその説明を省略する。
【００８５】
　体型画像ＤＢ３２７は、人体画像を体型ごとに管理するデータベースである。
　人体画像は人の体型ごとに、細身の体型、アスリート体型、肥満体型等多数のパターン
が用意されており、管理サーバ３０の情報格納部３２に格納されている。
【００８６】
　図１２は、本発明の第１の実施の形態における体型画像ＤＢ３２７のデータ構成の一例
を示す図である。
　図に示すように、各体型にはその体型を識別するための体型ＩＤ（Ｂ００１，Ｂ００２
，・・・）が割り当てられており、体型画像もまた各体型ＩＤに対応付けられて情報格納
部３２に格納されている。
　また、図に示すように、体型画像ＤＢ３２７には、各サイズＬ１～Ｌ４の比「Ｌ１／Ｌ
２」，「Ｌ１／Ｌ３」，「Ｌ１／Ｌ４」、・・・が体型ＩＤに対応付けられて管理されて
いる。
　当該体型画像ＤＢ３２７のサイズＬ１～Ｌ４・・・は、ユーザ測定ＤＢ３２５のサイズ
Ｌ１～Ｌ４・・・に対応している。
【００８７】
　また、体型画像ＤＢ３２７には、ユーザサイズ情報におけるサイズＬ１～Ｌ４の比ごと
に検索範囲が設定されている。
　ここで、ユーザのユーザサイズ情報におけるサイズＬ１～Ｌ４の比「Ｌ１／Ｌ２」，「
Ｌ１／Ｌ３」，「Ｌ１／Ｌ４」がそれぞれ「０．８６」，「１．４」，「１．５」である
場合、これらサイズＬ１～Ｌ４の比は全て体型ＩＤ「Ｂ００１」のサイズの比「Ｌ１／Ｌ
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２」，「Ｌ１／Ｌ３」，「Ｌ１／Ｌ４」の検索範囲内にあるので、制御部３１は当該ユー
ザの体型を体型ＩＤ「Ｂ００１」の体型に決定する。
【００８８】
　なお、ユーザの体型の決定方法は、特に限定されない。
　例えば、全てのサイズの比の検索範囲内に収まったときだけ当該体型に決定するように
してもよいし、一部のサイズの比の検索範囲内に収まった場合にも決定するようにしても
よい。
　また、その検索範囲の数値幅は、ユーザが任意の値を予め設定し、体型画像ＤＢ３２７
に登録しておくようにしてもよい。
【００８９】
　商品画像ＤＢ３２８は、商品画像を管理するデータベースである。
　商品画像は各商品において上記体型ＩＤごとに多数のパターンが用意され、情報格納部
３２に格納されている。
　各商品画像は、各体型のユーザが着用したことを想定して、予め各体型に合わせて、ア
パレル系商品の生地の伸びた様子、しわの付き方等が再現されている。例えば、同一の商
品であっても、がっしりした体型用の商品画像はしわがのびており、ほっそりした体型用
の商品画像はしわが多く寄っている等、画像が異なっている。
【００９０】
　図１３は、本発明の第１の実施の形態における商品画像ＤＢ３２８のデータ構成の一例
を示す図である。
　図に示すように、商品画像ＤＢ３２８は、各商品、各体型ごとに商品画像を管理してい
る。
　図の例では、商品ＩＤ「Ｓ０００１」の商品を体型ＩＤ「Ｂ００１」，「Ｂ００２」，
「Ｂ００３」，「Ｂ００４」の体型のユーザが着用したときの商品画像は、それぞれ商品
画像ＩＤ「ＳＩ０００１１」，「ＳＩ０００１２」，「ＳＩ０００１３」，「ＳＩ０００
１４」の商品画像である。
【００９１】
　管理サーバ３０の制御部３１は、上述のように、ユーザのユーザサイズ情報を生成する
と、そのユーザサイズ情報のサイズの比に該当する体型を決定する。
　また、制御部３１は、上述のように、ユーザのサイズに合った商品を検索する。
　そして、制御部３１は、ユーザの体型に該当した人体画像を情報格納部３２から抽出す
るとともに、上記検索した商品について上記決定した体型の体型ＩＤに該当する商品画像
を情報格納部３２から抽出し、当該抽出した商品画像を上記抽出していた人体画像に合成
してアパレル系商品を着用した人物の画像（以下、「ヴァーチャルフィッティング画像」
という）を生成する。
　管理サーバ３０は、上記生成したヴァーチャルフィッティング画像をユーザ端末２０へ
送信する。
　ユーザ端末２０は、上記ヴァーチャルフィッティング画像を受信すると、それを表示す
る。
　ヴァーチャルフィッティング画像に表示されている人物の体型はユーザの体型と一致し
ており、商品の画像はユーザが実際に着用したときと極めて近い様子を表しているから、
ユーザは、当該商品をイメージしやすく、当該商品の購入を容易に検討することができる
。
【００９２】
〔３〕第１の実施の形態の動作
（１）ユーザサイズ情報及び商品検索結果情報の提供動作
　次に、本発明の第１の実施の形態におけるサイズ測定システムによるユーザの身体のサ
イズ等の測定動作について説明する。
　図１４，１５は、本発明の第１の実施の形態におけるサイズ測定システムによるユーザ
の身体のサイズ等の測定動作の流れを示すシーケンスチャートである。
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　以下、本図に沿って、当該測定動作の説明を進める。
【００９３】
　まず、ユーザはタイツ状のサイズ測定装置１０を履いて自身の下半身に装着する（ステ
ップＳ１０１）。
【００９４】
　次に、ユーザはサイズ測定装置１０の所定のスイッチ（図示せず）を操作してＯＮにす
ると（ステップＳ１０２）、サイズ測定装置１０とユーザ端末２０との間の近距離無線通
信が確立する（ステップＳ１０３）。
　この近距離無線通信の確立方法については、公知技術を用いるものであるので、その詳
細は省略する。
【００９５】
　サイズ測定装置１０とユーザ端末２０との間の近距離無線通信が確立すると、次に、ユ
ーザは、ユーザ端末２０の操作部２５を操作して測定開始を入力する（ステップＳ１０４
）。
　すると、ユーザ端末２０は、サイズ測定装置１０に対して測定開始要求を送信する（ス
テップＳ１０５）。
　サイズ測定装置１０は、上記測定開始要求をユーザ端末２０から受信すると、ユーザが
サイズ測定装置１０を着用した状態で、各測定センサの静電容量の値を計測し（ステップ
Ｓ１０６）、該測定値をセンサ測定情報としてユーザ端末２０へ送信する（ステップＳ１
０７）。
【００９６】
　ユーザ端末２０は、上記センサ測定情報（静電容量の測定値）を受信すると、当該受信
したセンサ測定情報を管理サーバ３０へ送信する（ステップＳ１０８）。
　管理サーバ３０が上記センサ測定情報をユーザ端末２０から受信すると、管理サーバ３
０の制御部３１は、当該受信したセンサ測定情報をセンサ測定ＤＢ３２１に登録するとと
もに、測定変換ＤＢ３２２を参照し、上記受信したセンサ測定情報を、ユーザがサイズ測
定装置１０を装着したときの各測定センサの長さの値であるセンササイズ情報に変換する
（ステップＳ１０９）。
　管理サーバ３０の制御部３１は、当該変換した長さの値を示すセンササイズ情報をセン
サ測定ＤＢ３２１に登録する。
【００９７】
　次に、管理サーバ３０の制御部３１は、上記変換して求めた各測定センサの長さの値に
基づいて、サイズ測定装置１０の各ノードの円柱座標を決定する（ステップＳ１１０）。
　次に、制御部３１は、ユーザ測定ＤＢ３２５を参照し、上記決定した各ノードの円柱座
標に基づいて各ノード間の距離を検出し、これをユーザの身体の各サイズを表すユーザサ
イズ情報として出力する（ステップＳ１１１）。
【００９８】
　次に、制御部３１は、商品ＤＢ３２６を参照し、上記出力したユーザサイズ情報（ユー
ザの身体サイズ）の値に適合したアパレル系商品を検索する（ステップＳ１１２）。
　例えば、管理サーバ３０の制御部３１は、上記アパレル系商品の検索方法として、変換
した各測定センサのユーザサイズ情報が商品サイズ情報の検索範囲内にあるアパレル系商
品を検索する。
【００９９】
　次に、管理サーバ３０は、その検索結果が示された商品検索結果情報と、上記ユーザサ
イズ情報とをユーザ端末２０へ送信する（ステップＳ１１３）。
　ユーザ端末２０は、当該商品検索結果情報及びユーザサイズ情報を受信すると、表示部
２４上に表示する（ステップＳ１１４）。
　例えば、ユーザ端末２０の表示部２４に表示される商品検索結果情報の内容として、ユ
ーザサイズ情報が検索範囲内に適合したアパレル系商品の一覧や価格、メーカー及び画像
等の詳細情報が表示される。
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　また、商品検索結果情報には、表示されるアパレル系商品を購入するためのネットショ
ップのＷｅｂページのＵＲＬが埋め込まれ、商品検索結果情報上のアイコンやＵＲＬをク
リック等すると、ユーザ端末２０は、Ｗｅｂサーバ（管理サーバ３０でもよい）へ当該ア
パレル系商品の購入用のＷｅｂページの取得要求を送信し、当該Ｗｅｂサーバから該当す
るページを受信すると表示し、その後、アパレル系商品をネットショップ上で購入できる
よう構成されてもよい。
　以上で、動作を終了する。
【０１００】
（２）ノードの円柱座標の決定動作
　次に、上記ステップＳ１１０におけるノードの円柱座標の決定処理についてさらに詳細
に説明する。
【０１０１】
（ノードの円柱座標の決定アルゴリズム）
　管理サーバ３０の情報格納部３２は、上記ノードの円柱座標の決定処理を行うためのア
ルゴリズムが記述されたプログラムを格納する。
　当該アルゴリズムには、各測定センサがどの他の測定センサに隣接して設けられている
か（測定センサ間の位置関係）、帯状の測定センサの両端にどのノードが位置しているか
（測定センサとノードの位置関係）、及び異なる複数の円柱モデルそれぞれの基準ノード
間の相対位置（基準ノードの位置関係）といった情報が予め記述されている。
　また、当該アルゴリズムには、各リングユニットがどの測定センサ及びノードにより構
成されるか（リングユニットの構成要素）、どのリングユニットが基準リングユニットで
あるのか（基準リングユニットの特定）といった情報も予め記述されている。
　管理サーバ３０の制御部３１は、当該アルゴリズムを用いて、ノードの円柱座標の決定
処理を行う。
　なお、以下、本実施の形態において説明するアルゴリズムの内容はあくまで一例であり
、ノードの座標情報を決定するにあたって他のアルゴリズムを用いてもよい。
【０１０２】
（円柱座標の説明）
　空間座標の一形式として円柱座標がある。
　円柱座標は、高さ、角度及び半径の３つのパラメータにより表現される。
　本実施の形態では、円柱座標の高さ、角度又は半径を個別に表記するときは、円柱座標
（高さ）、円柱座標（角度）、円柱座標（半径）とそれぞれ表記するものとする。
【０１０３】
　図１６は、本発明の第１の実施の形態における円柱座標の一般的な表記方法を示す図で
ある。
　以下、ノードＮｄ１０１，Ｎｄ１０２を例にあげ、円柱座標の表記方法について説明す
る。
【０１０４】
　まず、図中のノードＮｄ１０１の円柱座標の表記方法について説明する。
　図において、円柱座標の基準となる底面である円Ｃ１０１の中心をＯとし、その円柱座
標（高さ，角度，半径）を（０，０，０）とする。また、円Ｃ１０１の半径の長さをＲと
する。
　円Ｃ１０１の円周上にはノードＮｄ１０１が配置されている。
　このノードＮｄ１０１の円柱座標（角度）を０とすると、ノードＮｄ１０１の円柱座標
（高さ，角度，半径）は（０，０，Ｒ）と表記される。
【０１０５】
　次に、図中のノードＮｄ１０２の円柱座標の表記方法について説明する。
　図において、円Ｃ１０２の中心Ｏ´の円柱座標（高さ，角度，半径）が（Ｈ，０，０）
であり、その半径の長さはＲである。円Ｃ１０２は円Ｃ１０１の同心円である。
　この円Ｃ１０２の円周上にはノードＮｄ１０２が配置されている。



(20) JP 2018-147013 A 2018.9.20

10

20

30

40

50

　ここで、Ｏ´とノードＮｄ１０２とを結ぶ線分と、ＯとノードＮｄ１０１とを結ぶ線分
とのなす角度をθとすると、ノードＮｄ１０２の円柱座標は、（Ｈ，θ，Ｒ）と表記され
る。
【０１０６】
　以下、上記のような円柱座標の表記方法を用いて、本実施の形態におけるノードの円柱
座標の決定処理について説明を進める。
　なお、ノードの円柱座標の決定処理は、管理サーバ３０の制御部３１が実行するものと
する。
【０１０７】
（基準ノードの円柱座標の決定処理）
　図１７は、本発明の第１の実施の形態における基準ノードの円柱座標の決定処理を説明
するための図である。
　以下、本図を用いて、基準ノードの円柱座標の決定処理を説明する。
【０１０８】
　図１７において、点Ａ，Ｂ，Ｃは、それぞれ基準ノードＮａ，Ｎｂ，Ｎｃの位置を示し
ている。
　円ＡＢＣは、上記点Ａ，Ｂ，Ｃが円周上にある円を示しており、基準リングユニットＲ
ｇ０を図式化したものである。基準リングユニットＲｇ０は、基準ノードＮａ，Ｎｂ，Ｎ
ｃと、測定センサＳａ，Ｓｂ，Ｓｃとを有して構成される。
　円ＡＢＣの中心Ｏの円柱座標は（０，０，０）と設定されており、その半径の長さはＲ
である。
　また、円Ｃ１，Ｃ２は、説明のために仮想的に描画した円であり、円ＡＢＣと合同かつ
同心の円である（円ＡＢＣ，Ｃ１，Ｃ２は平行）。
【０１０９】
　円ＡＢＣの円周は、弧ＡＢ，ＢＣ，ＣＡの結合により構成されるが、各弧ＡＢ，ＢＣ，
ＣＡの長さＬａ，Ｌｂ，Ｌｃは、各測定センサＳａ，Ｓｂ，Ｓｃの長さ（測定値）で表さ
れる。
【０１１０】
　次に、制御部３１が点Ａ，Ｂ，Ｃの座標を円柱座標（高さ，角度，半径）で表す方法に
ついて説明する。
　円柱座標（高さ）は基準平面からの高さを表し、円ＡＢＣは基準平面上に位置するもの
とする。すなわち、点Ａ，Ｂ，Ｃの円柱座標（高さ）はいずれも０である。
　円柱座標（角度）は円ＡＢＣにおいて円周上の基準点を通る半径と、各点Ａ，Ｂ，Ｃを
通る半径とがなす中心角を示し、当該基準点を点Ａとする。これにより、点Ａの円柱座標
（角度）は０である。
　円柱座標（半径）は、点Ａ，Ｂ，Ｃがいずれも半径Ｒの円ＡＢＣの円周上に位置するの
で、いずれもＲで表すことができる。
【０１１１】
　以上から、制御部３１は、基準ノードＮｂ，Ｎｃの円柱座標（角度）をそれぞれＡｂ，
Ａｃとすると、各基準ノードＮａ，Ｎｂ，Ｎｃ（点Ａ，Ｂ，Ｃ）の円柱座標を以下のよう
に決定する。
　基準ノードＮａ（点Ａ）の円柱座標（０，０，Ｒ）
　基準ノードＮｂ（点Ｂ）の円柱座標（０，Ａｂ，Ｒ）
　基準ノードＮｃ（点Ｃ）の円柱座標（０，Ａｃ，Ｒ）
【０１１２】
　上述のように、弧ＡＢ，ＢＣ，ＣＡの長さＬａ，Ｌｂ，Ｌｃは、各測定センサＳａ，Ｓ
ｂ，Ｓｃの長さであるので、制御部３１は、各測定センサＳａ，Ｓｂ，Ｓｃの静電容量の
値に基づいて、弧ＡＢ，ＢＣ，ＣＡの長さを決定することができる。
　また、円ＡＢＣの円周は弧ＡＢ，ＢＣ，ＣＡの長さの和により表され、円周から半径を
求めることができるので、制御部３１は、円ＡＢＣの半径Ｒを以下のように決定する。
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　円ＡＢＣ（基準リングユニットＲｇ０）の半径Ｒ＝〔（Ｌａ＋Ｌｂ＋Ｌｃ）／２π〕
【０１１３】
　次に、制御部３１は、点Ｂ，Ｃの円柱座標（角度）のＡｂ，Ａｃを以下のように決定す
る。
　基準ノードＮｂ（点Ｂ）の円柱座標（角度）Ａｂは、
〔２π・Ｌａ／（Ｌａ＋Ｌｂ＋Ｌｃ）〕。
　基準ノードＮｃ（点Ｃ）の円柱座標（角度）Ａｃは、
〔２π・（Ｌａ＋Ｌｂ）／（Ｌａ＋Ｌｂ＋Ｌｃ）〕。
【０１１４】
　上述のとおり、弧ＡＢ，ＢＣ，ＣＡの長さＬａ，Ｌｂ，Ｌｃは、各測定センサＳａ，Ｓ
ｂ，Ｓｃの静電容量から算出される長さにより決定することが可能であるから、制御部３
１は、円ＡＢＣの半径Ｒ及び基準ノードＮｂ，Ｎｃの円柱座標（角度）Ａｂ，Ａｃを決定
することができる。
　これにより、制御部３１は、点Ａ，Ｂ，Ｃ、すなわち、基準ノードＮａ，Ｎｂ，Ｎｃの
円柱座標を全て決定することができる。
【０１１５】
（他のノードの円柱座標の決定処理）
　図１８は、本発明の第１の実施の形態における他のノードの円柱座標の決定処理を説明
するための図である。
　以下、本図を用いて、管理サーバ３０の制御部３１が、上記基準ノードの円柱座標の決
定処理の後に実行する、基準リングユニットに隣接する他のリングユニットを構成するノ
ードの円柱座標の決定処理について説明を進める。
【０１１６】
　図１８において、点Ａ，Ｂ，Ｃは、図１７と同様に、それぞれ基準ノードＮａ，Ｎｂ，
Ｎｃの位置を示している。
　円ＡＢＣは、図１７と同様に、上記点Ａ，Ｂ，Ｃが円周上にある円を示しており、リン
グユニットＲｇ０を図式化したものである。
　リングユニットＲｇ０は、上述のとおり、身体測定装置１０の各ノードの座標を求める
際の基準となる基準リングユニットであり、自ユニットを構成する各基準ノードＮａ、Ｎ
ｂ，Ｎｃの円柱座標は、上記（基準ノードの円柱座標の決定処理）の項で説明したとおり
決定されている。
【０１１７】
　点Ｄ，Ｅ，Ｆは、それぞれノードＮｄ，Ｎｅ，Ｎｆの位置を示している。
　円ＤＥＦは、上記点Ｄ，Ｅ，Ｆが円周上にある円を示しており、基準リングユニットＲ
ｇ０に隣接するリングユニットＲｇ１を図式化したものである。リングユニットＲｇ１は
、ノードＮｄ，Ｎｅ，Ｎｆと、測定センサＳｄ，Ｓｅ，Ｓｆとを有して構成される。
　円ＡＢＣの中心Ｏの円柱座標は（０，０，０）と設定されており、その半径の長さはＲ
である。
　また、円Ｃ３，Ｃ４は、説明のために仮想的に描画した円であり、円ＡＢＣと相似かつ
同心の円である（円ＡＢＣ，Ｃ３，Ｃ４は平行）。
【０１１８】
　円ＤＥＦの円周は、弧ＤＥ，ＥＦ，ＦＧの結合により構成されるが、各弧ＤＥ，ＥＦ，
ＦＤの長さＬｄ，Ｌｅ，Ｌｆは、各測定センサＳｄ，Ｓｅ，Ｓｆの長さ（測定値）を示す
。
【０１１９】
　ここで、点Ｄ，Ｅ，Ｆの円柱座標（高さ，角度，半径）を以下のように表すことができ
る。
　点Ｄの円柱座標（Ｈｄ，Ａｄ，Ｌｒｄ）
　点Ｅの円柱座標（Ｈｅ，Ａｅ，Ｌｒｅ）
　点Ｆの円柱座標（Ｈｆ，Ａｆ，Ｌｒｆ）
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　高さは基準平面からの高さを表す。
【０１２０】
（ノードＮｄの円柱座標の決定処理）
　次に、リングユニットＲｇ１を構成するノードのうち、ノードＮｄの円柱座標の決定処
理について説明する。
【０１２１】
　図１８において、点Ｄから円ＡＢＣがある基準平面に垂線を下ろし、その垂線と基準平
面との交点（垂線の足）を点Ｄ´とする。
【０１２２】
　基準平面上において線分ＯＤ´を描画し、当該線分ＯＤ´と円ＡＢＣとの交点を点Ａ´
とする。
　点Ａ´の円柱座標は、（０，Ａｄ，Ｒ）と表すことができる。
【０１２３】
　点Ｏを通過する円ＡＢＣの垂線と、直線ＯＡ´に平行かつ点Ｄを通過する直線との交点
を点Ｏ´とする。
　点Ｏ´の円柱座標は、（Ｈｏ，０，０）と表すことができる。
　また、点Ｏ´と点Ｄとの距離をＬｏ´ｄとすると、点Ｄ´の円柱座標は、（０，Ａｄ，
Ｌｏ´ｄ）と表すことができる。
　また、点Ｄの円柱座標は、（Ｈｏ，Ａｄ，Ｌｒｄ）と表すことができる。
【０１２４】
　図１８に示すように、点Ａ´は弧ＡＢ上にある。
　その点Ａ´と点Ｄとを結んで線分ＤＡ´を引く。
【０１２５】
　図１９は、本発明の第１の実施の形態における点Ａ，Ｂ，Ｄを頂点とする三角形ＡＢＤ
を示す展開図である。
　三角形ＡＢＤのうち辺ＡＢは、弧ＡＢを展開したものである。
　三角形ＡＢＤにおいて、頂点Ｄから辺ＡＢに引いた垂線と、当該辺ＡＢとの交点は、上
記点Ａ´である。
【０１２６】
　線分ＤＡ´の長さをＬｄａ´、辺ＡＢ，ＢＤ，ＤＡの長さをそれぞれＬａ，Ｌｂｄ，Ｌ
ｄａとする。
　ここで、三角形ＡＢＤにおいてヘロンの公式を適用すると、
Ｌｄａ´＝２√｛ｓ（ｓ－Ｌａ）（ｓ－Ｌｂｄ）（ｓ－Ｌｄａ）｝÷Ｌａ
　上記式において、｛｝（中括弧）の内側がルートの内側
　ただし、ｓ＝（Ｌａ＋Ｌｂｄ＋Ｌｄａ）÷２
【０１２７】
　管理サーバ３０の制御部３１は、弧ＡＢ，ＢＤ，ＤＡの各長さＬａ，Ｌｂｄ，Ｌｄａは
、各測定センサＳａ，Ｓｂｄ，Ｓｄａの静電容量から算出される長さにより決定すること
が可能であるから、制御部３１は、上記線分ＤＡ´の長さＬｄａ´を決定することができ
る。
【０１２８】
　線分ＡＡ´の長さＬａａ´は、三平方の定理より、以下のように求められる。
　（Ｌａａ´）２＋（Ｌｄａ´）２＝（Ｌｄａ）２

　上述のとおり、制御部３１は、測定センサの静電容量の値に基づいてＬｄａを決定する
ことができ、また、上記のとおりヘロンの公式によってＬｄａ´を決定することができる
。
　よって、制御部３１は、上記三平方の定理に基づいてＬａａ´を決定することができる
。
【０１２９】
　制御部３１は上述のようにＬａａ´を決定することができ、Ｌａもまた測定センサの静
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電容量の値から決定可能であることから、Ｌａａ´とＬａとの長さの比率を決定すること
ができる。
　よって、制御部３１は、上記比率に基づいて円ＡＢＣにおける半径ＯＡと半径ＯＡ´と
のなす角度、すなわち点Ｄの円柱座標（角度）のＡｄを決定することができる。
【０１３０】
　次に、点Ｄの円柱座標（高さ）を求める。
　図２０は、本発明の第１の実施の形態における三角形Ａ´ＤＤ´を表す図である。
　図において、∠ＤＡ´Ｄ´をθｄとすると、点Ｄの円柱座標の高さＨｄ＝Ｈｏを以下の
とおり表すことができる。
　Ｈｄ＝Ｈｏ＝Ｌｄａ´×ｓｉｎ（θｄ）
　また、線分Ａ´Ｄ´の長さＬａ´ｄ´を以下のとおり表すことができる。
　Ｌａ´ｄ´＝Ｌｄａ´×ｃｏｓ（θｄ）
【０１３１】
　また、線分ＯＡ´の長さをＬｏａ´とすると、Ｌｒｄ＝Ｌｏａ´＋Ｌａ´ｄ´であるか
ら、点Ｄの円柱座標（半径）Ｌｒｄを次のように表すことができる。
　Ｌｒｄ＝Ｒ（円ＡＢＣの半径）＋Ｌｄａ´×ｃｏｓ（θｄ）
【０１３２】
　以上から、点Ｄの円柱座標（高さ，角度，半径）（Ｈｄ，Ａｄ，Ｌｒｄ）のうち、円柱
座標（角度）Ａｄは上述のとおり制御部３１が決定することができ、円柱座標（高さ）Ｈ
ｄ及び円柱座標（半径）Ｌｒｄは、θｄを用いて表すことができる。
【０１３３】
（ノードＮｅの円柱座標の決定処理）
　以上説明したように、ノードＮｄ（点Ｄ）の円柱座標は、三角形ＡＢＤを用いて、角度
については決定され、高さ及び半径についてはθｄを用いて表すことができた。
　ノードＮｅ（点Ｅ）についても、三角形ＢＣＥを用い、ノードＮｄと同様の方法で円柱
座標（Ｈｅ，Ａｅ，Ｌｒｅ）を決定又は後述のθｅを用いて表すことができる。
　以下、ノードＮｅの円柱座標の決定処理について説明を進める。
【０１３４】
　図２１は、本発明の第１の実施の形態における三角形Ｂ´ＥＥ´を表す図である。
　図において、Ｅから基準平面に垂線を下ろし、その垂線と基準平面との交点をＥ´とす
る。
　また、基準平面上において線分ＯＥ´を引き、当該線分ＯＥ´と円ＡＢＣとの交点をＢ
´とする。
　∠ＥＢ´Ｅ´の角度をθｅとする。
【０１３５】
　ここで、ノードＮｅについてもノードＮｄと同様の方法で、円柱座標（角度）Ａｅは制
御部３１が決定することができ、円柱座標（高さ）Ｈｅ及び円柱座標（半径）Ｌｒｅは、
θｅを用いて表すことができる。
【０１３６】
（ノードＮｆの円柱座標の決定処理）
　以上説明したように、ノードＮｄ，Ｎｅの円柱座標は、角度については決定され、高さ
及び半径についてはそれぞれθｄ、θｅを用いて表すことができた。
　ノードＮｆ（点Ｆ）についても、三角形ＣＡＦを用い、ノードＮｄ，Ｎｅと同様の方法
で円柱座標（Ｈｆ，Ａｆ，Ｌｒｆ）を決定又は後述のθｆを用いて表すことができる。
【０１３７】
　図２２は、本発明の第１の実施の形態における三角形Ｃ´ＦＦ´を表す図である。
　図において、Ｆから基準平面に垂線を下ろし、その垂線と基準平面との交点をＦ´とす
る。
　また、基準平面上において線分ＯＦ´を引き、当該線分ＯＦ´と円ＡＢＣとの交点をＣ
´とする。
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　∠ＦＣ´Ｆ´の角度をθｆとする。
【０１３８】
　ここで、ノードＮｆについてもノードＮｄ，Ｎｅと同様の方法で、円柱座標（角度）Ａ
ｆは制御部３１が決定することができ、円柱座標（高さ）Ｈｆ及び円柱座標（半径）Ｌｒ
ｆは、θｆを用いて表すことができる。
【０１３９】
（ノードＮｄ，Ｎｅ，Ｎｆの円柱座標の決定処理）
　上述のとおり、ノードＮｄ，Ｎｅ，Ｎｆの円柱座標のうち、角度は決定され、高さ及び
半径は、θｄ，θｅ，θｆを用いてそれぞれ表すことができる。
　上述のように、本実施の形態では、タイツ形状のサイズ測定装置１０の腰部分及び両足
部分を円柱モデルに置き換え、腰部分及び両足部分上に配置されたノードの円柱座標を決
定する。
　ユーザがサイズ測定装置１０を装着してサイズを測定するとき、各円柱モデルにおいて
、各リングユニットの半径は、隣接するリングユニットに比べて大きかったり、小さかっ
たり異なる値を取り得るが、人体の構造上、１つのリングユニットを構成する複数のノー
ドのうち特定のノードだけがリングユニットの半径方向に極端に突出することはない。
　このことから、制御部３１は、本実施の形態の円柱モデルにおいて、θｄ＝θｅ＝θｆ
＝θとし、ノードＮｄ，Ｎｅ，Ｎｆの円柱座標（高さ）及び円柱座標（半径）を共通のパ
ラメータθを用いて決定することができる。
【０１４０】
　図２３は、本発明の第１の実施の形態におけるリングユニットＲｇ１を示す図である。
　図において、点Ｄ，Ｅ，Ｆは同一の円ＤＥＦの円周上に位置する。
　ここで、三角形ＤＥＦを作図し、各辺ＤＥ，ＥＦ，ＦＤの長さを求める。
　各辺ＤＥ，ＥＦ，ＦＤの長さの求め方については様々な方法があるが、例えば、点Ｄ，
Ｅ，Ｆの円柱座標を直交座標に変換したのち、下記の３次元空間における２点間の距離の
公式を用いて求めることができる。
（２点間の距離＝√｛（ｘ２－ｘ１）２＋（ｙ２－ｙ１）２＋（ｚ２－ｚ１）２｝）
　ただし、（ｘ１，ｙ１，ｚ１），（ｘ２，ｙ２，ｚ２）は２点の直交座標であり、中括
弧｛｝の内側がルートの内側である。
　上記２点間の距離の公式を用いると、各辺ＤＥ，ＥＦ，ＦＤの長さは、それぞれθを用
いて表すことができる。
【０１４１】
　三角形ＤＥＦの外接円は円ＤＥＦであり、円ＤＥＦの円周は弧ＤＥ，ＥＦ，ＦＤの長さ
の合計値である。
　また、制御部３１は、各測定センサＳｄ，Ｓｅ，Ｓｆが測定する静電容量の値に基づい
て、上記弧ＤＥ，ＥＦ，ＦＤの各長さを決定することができる。
　従って、制御部３１は、外接円（円ＤＥＦ）の円周を決定することができることから、
当該外接円の半径Ｒ´も決定することができる。
【０１４２】
　三角形の３辺の長さをそれぞれａ，ｂ，ｃとし、当該三角形の外接円の半径をＲ´とし
たとき、当該外接円の半径Ｒ´は以下の公式を用いて求めることができる。
　Ｒ´＝（ａｂｃ）÷〔√｛（ａ＋ｂ＋ｃ）（ｂ＋ｃ－ａ）（ｃ＋ａ－ｂ）（ａ＋ｂ－ｃ
）｝〕
　ただし、中括弧｛｝の内側がルートの内側である。
【０１４３】
　上記外接円の半径の公式のａ，ｂ，ｃに、上記θを用いて表した各辺ＤＥ，ＥＦ，ＦＤ
の長さをそれぞれ代入すると、上記のとおり半径Ｒ´は測定センサＳｄ，Ｓｅ，Ｓｆの測
定値に基づいて決定されているから、制御部３１はθを決定することができる。
　制御部３１は、θが決定されたことにより、当該θを用いて表されていた点Ｄ，Ｅ，Ｆ
の円柱座標（高さ）及び円柱座標（半径）も決定することができる。
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【０１４４】
　以上のように、管理サーバ３０の制御部３１は、基準となるリングユニットに隣接する
リングユニットを構成するノードの円柱座標を決定することができる。
　制御部３１は、上記ノードの円柱座標の決定処理を、隣接するリングユニットで繰り返
し実行することにより、円柱モデル内の全ノードの円柱座標を決定することができる。
【０１４５】
　また、上述のとおり、ノードの円柱座標の決定アルゴリズムには、異なる複数の円柱モ
デルの基準ノード間の相対位置が記述されていることから、制御部３１は、当該アルゴリ
ズムを用いて、異なる円柱モデルのノード間においてもその相対位置を決定することがで
きる。
　すなわち、制御部３１は、複数の円柱モデルで置き換えられる測定対象物（人体等）に
おける全てのノードの円柱座標を決定することができる。
　このようにして、サイズ測定装置１０を装着したユーザの身体サイズや体型を容易に把
握することが可能となる。
【０１４６】
（３）ヴァーチャルフィッティング画像の提供動作
　上述のとおり、管理サーバ３０は、ユーザの身体サイズ及び体型に合ったアパレル系商
品の情報を示す商品検索結果情報をユーザ端末２０へ送信する。
　さらに、ユーザは当該商品検索結果情報に示された商品のヴァーチャルフィッティング
画像の提供を受けることができる。
　図２４は、本発明の第１の実施の形態におけるヴァーチャルフィッティング画像の提供
動作の流れを示すシーケンスチャートである。
　以下、本図に沿って、サイズ測定システムによるヴァーチャルフィッティング画像の提
供動作について説明する。
【０１４７】
　ユーザ端末２０が商品検索結果情報を表示しているとき（上記のステップＳ１１４）、
ユーザは、ユーザ端末２０の操作部２５を用いて、当該商品検索結果情報に示されている
商品のヴァーチャルフィッティング画像の取得要求を入力する（ステップＳ２０１）。
　ユーザ端末２０は、上記入力されたヴァーチャルフィッティング画像の取得要求を管理
サーバ３０へ送信する（ステップＳ２０２）。
　当該ヴァーチャルフィッティング画像の取得要求には、該当するユーザＩＤ及び商品Ｉ
Ｄが含まれている。
【０１４８】
　管理サーバ３０は上記ヴァーチャルフィッティング画像の取得要求を受信すると、管理
サーバ３０の制御部３１はユーザ測定ＤＢ３２５を参照し、当該取得要求に含まれるユー
ザＩＤに基づいて、該当するユーザのユーザサイズ情報を抽出する（ステップＳ２０３）
。
【０１４９】
　次に、制御部３１は、体型画像ＤＢ３２７を参照し、上記抽出したユーザのユーザサイ
ズ情報に基づいて、該当する体型の体型ＩＤを決定する（ステップＳ２０４）。
【０１５０】
　次に、制御部３１は、商品画像ＤＢ３２８を参照し、上記抽出した体型ＩＤと、上記ヴ
ァーチャルフィッティング画像の取得要求に含まれている商品ＩＤとに基づいて、両ＩＤ
に該当する商品画像ＩＤを決定する（ステップＳ２０５）。
【０１５１】
　次に、制御部３１は、上記決定した体型ＩＤに対応付けられている人体画像と、上記決
定した商品画像ＩＤに対応付けられている商品画像とを情報格納部３２から抽出し、これ
ら両画像を合成して、ヴァーチャルフィッティング画像を生成する（ステップＳ２０６）
。
　管理サーバ３０は、上記生成したヴァーチャルフィッティング画像をユーザ端末２０へ
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送信する（ステップＳ２０７）。
【０１５２】
　ユーザ端末２０は、上記ヴァーチャルフィッティング画像を管理サーバ３０から受信す
ると、当該受信したヴァーチャルフィッティング画像を表示部２４上に表示する（ステッ
プＳ２０８）。
【０１５３】
　ヴァーチャルフィッティング画像に表示されている人物の体型はユーザの体型と一致し
ており、商品の画像はしわの寄り方等ユーザが実際に着用したときと極めて近い様子を表
しているから、ユーザは、当該商品をイメージしやすく、当該商品の購入を容易に検討す
ることができる。
【０１５４】
　上記人体画像及び商品画像は、平面画像であってもよいし、立体画像であってもよい。
　また、上述したように、ヴァーチャルフィッティング画像の生成処理は、人体画像と商
品画像との合成により実行されるが、その画像の合成の際の画像処理方法については特に
限定しない。
　人体画像及び商品画像は、合成の際、適宜拡大縮小したり、色合いや光の当たり具合を
調整したりするようにしてもよい。
【０１５５】
　上述のように、本実施の形態において、管理サーバ３０の情報格納部３２には、細身の
体型、アスリート体型、肥満体型等多数のパターンの体型ごとの人体画像が格納され、体
型画像ＤＢ３２７は、その体型ごとの人体画像を管理している。
　情報格納部３２には、単一の人体画像のみを格納し、制御部３１は、ユーザのユーザサ
イズ情報をユーザ測定ＤＢ３２５から抽出し、当該抽出したユーザサイズ情報に基づいて
、上記人体画像の身体の各部分を収縮又は拡大して、当該ユーザの体型に合った人体画像
に調整するようにしてもよい。
　例えば、人体画像のウエスト部分の画像については、制御部３１は、ユーザサイズ情報
におけるウエストのサイズと他のサイズとの比に応じて、人体画像のウエスト部分のサイ
ズを拡大したり、縮小したりして人体画像を変形させる。
　制御部３１は、他の身体部分についても同様に、身体部分ごとに、サイズ比に基づいて
人体画像を部分的に拡大又は縮小させる。
【０１５６】
〔４〕第１の実施の形態のまとめ
　以上説明したように、本発明の第１の実施の形態におけるサイズ測定システムによれば
、ユーザはタイツを履くようにサイズ測定装置１０を身体に装着するという簡単な操作だ
けで、各測定センサの静電容量の変化量等に基づいて、身体のサイズ及び形状を特定でき
、身体のサイズや体型を確認したり、サイズや体型に合ったアパレル系商品を検索したり
することを容易に行うことが可能となる。
　また、サイズ測定装置１０の各測定センサは、伸縮自在な素材を用いており、タイツを
脱ぐようにユーザがサイズ測定装置１０を取り外すと、その形状が復元するので、何度で
も身体のサイズ等を測定することができる。
【０１５７】
〔５〕第１の実施の形態の変形例１
（ユーザ端末２０が測定変換ＤＢを管理）
（１）第１の実施の形態の変形例１の構成
　上述の第１の実施の形態では、管理サーバ３０は、センサ測定情報（静電容量の測定値
）とセンササイズ情報（長さ）とが対応付けられた測定変換ＤＢ３２２を管理し、測定セ
ンサの静電容量の値を長さに変換していた。
　本変形例では、ユーザ端末２０が、管理サーバ３０に代わって、上記測定変換ＤＢを管
理する。
　以下、第１の実施の形態の変形例１について詳細に説明するが、構成及び動作等は、特
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記しない限り、第１の実施の形態と同様であるものとする。
【０１５８】
（２）第１の実施の形態の変形例１の動作
　本変形例においては、ユーザ端末２０は、センサ測定情報をサイズ測定装置１０から受
信すると、自端末に格納されている測定変換ＤＢを参照して、そのセンサ測定情報に含ま
れる各測定センサの静電容量の値を長さの値であるセンササイズ情報に変換し、そのセン
ササイズ情報に基づいてユーザサイズ情報を生成し、管理サーバ３０へ送信する。
　管理サーバ３０は、ユーザサイズ情報をユーザ端末２０から受信すると、管理サーバ３
０の制御部３１は、当該受信したユーザサイズ情報に基づいてアパレル系商品の検索処理
及びヴァーチャルフィッティング画像の生成処理を行う。
　当該アパレル系商品の検索処理及びヴァーチャルフィッティング画像の生成処理及びそ
の後の処理の内容については、上述した第１の実施の形態におけるものと同様であるので
、その説明は省略する。
【０１５９】
（３）第１の実施の形態の変形例１のまとめ
　このように、本変形例では、ユーザ端末２０が、管理サーバ３０に代わって、測定変換
ＤＢを格納するとともに、センササイズ情報への変換処理を実行するので、管理サーバ３
０による処理の負担を軽減させることが可能となる。
【０１６０】
　なお、本変形例では、ユーザ端末２０が、管理サーバ３０に代わって測定変換ＤＢを格
納する例について説明したが、他のデータベースを管理サーバ３０に代わって格納し、ア
パレル系商品の検索処理又はヴァーチャルフィッティング画像の生成処理を行うようにし
てもよい。
　例えば、管理サーバ３０がアパレル系商品の検索処理を実行し、ユーザ端末２０が、セ
ンササイズ情報への変換処理、ユーザサイズ情報の生成処理及びヴァーチャルフィッティ
ング画像の生成処理を管理サーバ３０に代わって実行し、これら処理により生成した各種
情報を出力（送信又は表示等）するよう構成してもよい。
　あるいは、管理サーバ３０がセンササイズ情報への変換処理、ユーザサイズ情報の生成
処理及びアパレル系商品の検索処理を実行し、ユーザ端末２０は、管理サーバ３０から受
信したユーザサイズ情報に基づいて、ヴァーチャルフィッティング画像の生成処理を管理
サーバ３０に代わって実行し、当該処理により生成した各種情報を出力（送信又は表示等
）するよう構成してもよい。
　ユーザ端末２０又は管理サーバ３０のいずれが、どのデータベースを格納し、どの処理
を実行するのかは、上記例はあくまでも一例であり、他の組み合わせも可能である。
【０１６１】
〔６〕第１の実施の形態の変形例２
（サイズ測定装置１０の他の形状）
（１）第１の実施の形態の変形例２の構成
　上述の第１の実施の形態では、サイズ測定装置１０はタイツ形状であったが、本変形例
においては、タイツ以外の他の衣服等の形状で構成される。
　図２５の（ａ），（ｂ）は、本発明の第１の実施の形態の第２の変形例におけるサイズ
測定装置１０の外観を示す図である。
　以下、本図を用いて、本変形例の説明を進める。
【０１６２】
　図２５の（ａ）に示すように、サイズ測定装置１０はシャツ形状であってもよい。
　サイズ測定装置１０は、タイツ形状の場合と同様に、複数の測定センサが三角ポリゴン
状に配置される。
　シャツ形状のサイズ測定装置１０は、胴部分と両袖部分の３つの円柱モデルに分割して
置き換え、タイツ形状の場合と同様に、ノードの円柱座標を決定する。
【０１６３】
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　ユーザは、シャツを着るように本シャツ形状のサイズ測定装置１０を自身の上半身に装
着すると、上半身のサイズが測定される。
【０１６４】
　図２５の（ｂ）に示すように、サイズ測定装置１０は帽子形状であってもよい。
　サイズ測定装置１０は、タイツやシャツ形状の場合と同様に、複数の測定センサが三角
ポリゴン状に配置される。
　帽子形状のサイズ測定装置１０は、１つの円柱モデルに置き換えて、タイツ形状又はシ
ャツ形状の場合と同様に、ノードの円柱座標を決定する。
【０１６５】
　ユーザは、帽子をかぶるように本帽子形状のサイズ測定装置１０をかぶり自身の頭部に
装着すると、頭部のサイズが測定される。
【０１６６】
（２）第１の実施の形態の変形例２のまとめ
　以上説明したように、サイズ測定装置１０は、タイツ形状だけでなく、ユーザの身体に
関連する衣服等の他の形状であっても、ユーザの身体サイズや体型を容易に測定すること
が可能である。
　なお、その測定方法は第１の実施の形態と同様であるので省略する。
【０１６７】
〔７〕第１の実施の形態の変形例３
（測定センサが電気抵抗値を測定）
（１）第１の実施の形態の変形例３の概要
　第１の実施の形態では、サイズ測定装置１０は、各測定センサの静電容量の変化に基づ
いて測定センサの伸長の程度を測定するものであった。
　これに対し、第１の実施の形態の変形例３におけるサイズ測定装置１０は、測定センサ
の静電容量の他の特性、特に、電気抵抗値の変化に基づいて測定センサの伸縮を測定し、
ユーザの身体のサイズ及び形状を特定する。
　以下、特記しない限り、第１の実施の形態と同様であるとして、第１の実施の形態の変
形例３について説明する。
【０１６８】
（２）第１の実施の形態の変形例３の構成
（測定センサの構成）
　本変形例において、測定センサは、導電性繊維と非導電性繊維とが混紡され伸縮性を備
えた合成繊維と、当該合成繊維の伸縮方向（距離測定方向）の両端の抵抗値を計測する計
測器とを有して構成される。
　導電性繊維は、例えば、カーボン繊維、金属繊維（銀、銅、アルミニウム等）、導電性
ポリマから形成された繊維又は導電性素材（導電性フィラー）を含む導電性ポリマ繊維、
金属コーティング繊維（銀、銅、アルミニウム等）、あるいはそれらの混合物等が含まれ
る。
　非伝導性繊維は、例えば、ポリエステル系繊維、ポリウレタン系繊維、ポリアミド系繊
維又は木綿等が含まれる。
　なお、金属コーティング繊維又は導電性素材（導電性フィラー）を含む繊維等は、非導
電性繊維と混紡せずに、単独で使用されてもよい。
【０１６９】
　測定センサに張力を加えて伸縮方向に伸長させると、測定センサ自体の長さは長くなり
、伸長方向と垂直な方向の断面積は小さくなり、その結果、電気抵抗は増加する。
【０１７０】
（管理サーバ３０の構成）
　第１の実施の形態では、管理サーバ３０は測定変換ＤＢ３２２を格納しており、測定変
換ＤＢ３２２は、測定センサの静電容量の値と、長さの値とを対応付けて管理するもので
あった。
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　これに対し、本変形例では、測定変換ＤＢ３２２は、測定センサの電気抵抗値と、長さ
の値とを対応付けて管理する。
　管理サーバ３０は、測定センサの電気抵抗値を含むセンサ測定情報をユーザ端末２０か
ら受信すると、測定変換ＤＢ３２２を参照して、当該受信した測定センサの電気抵抗値を
長さの値を示すセンササイズ情報に変換し、そのセンササイズ情報を用いてノードの座標
情報を決定し、さらにユーザサイズ情報を生成し、ユーザ端末２０へ送信する。
　また、管理サーバ３０は、上記ユーザサイズ情報に基づいて生成した商品検索結果情報
もユーザ端末２０へ送信する。
【０１７１】
（３）第１の実施の形態の変形例３の動作
　上記計測器においては、ユーザがサイズ測定装置１０を装着し、合成繊維が伸長すると
、導電性繊維同士の接触部分が離間し、当該合成繊維の抵抗値が増加する。測定センサが
この増加量を計測することにより、合成繊維の伸長の程度を特定することができる。
　サイズ測定装置１０は、当該計測された合成繊維の電気抵抗値をセンサ測定情報として
ユーザ端末２０へ送信する。
【０１７２】
　ユーザ端末２０は、上記センサ測定情報（電気抵抗値）を受信すると、当該受信したセ
ンサ測定情報を管理サーバ３０へ送信する。
【０１７３】
　管理サーバ３０は、上記センサ測定情報をユーザ端末２０から受信すると、測定変換Ｄ
Ｂ３２２を参照し、当該受信したセンサ測定情報に含まれる測定センサの電気抵抗値を合
成繊維の長さの値を示すセンササイズ情報に変換する。
　管理サーバ３０は、そのセンササイズ情報に基づいてユーザサイズ情報を生成し、さら
にユーザサイズ情報に基づいて商品検索結果情報を生成する。
　そして、管理サーバ３０は、上記生成したユーザサイズ情報及び商品検索結果情報をユ
ーザ端末２０へ送信する。
【０１７４】
　ユーザ端末２０は、上記ユーザサイズ情報及び商品検索結果情報を管理サーバ３０から
受信すると、当該受信したユーザサイズ情報に基づいて、ユーザの身体サイズを表示した
り、ユーザの身体サイズに合ったアパレル系商品の商品情報を表示したりする。
【０１７５】
（４）第１の実施の形態の変形例３のまとめ
　以上説明したように、本発明の第１の実施の形態の変形例３におけるサイズ測定システ
ムは、測定センサの電気抵抗値を測定し、測定センサが備える合成繊維の長さを検出する
ので、測定センサの静電容量値を測定する場合と同様に、ユーザの身体のサイズや形状を
容易に特定することが可能となる。
【０１７６】
　なお、サイズ測定装置１０は、電気抵抗値以外の他の特性（特に電気的特性）の変化に
基づいて、測定センサにおける伸縮を測定し、ユーザの身体のサイズ及び形状を特定する
ものであってもよい。
【０１７７】
＜第２の実施の形態＞
〔１〕第２の実施の形態の概要
　上述の第１の実施の形態では、管理サーバ３０の制御部３１は、サイズ測定装置１０の
ノードの座標情報に基づいてユーザサイズ情報を出力していた。
　これに対し、本発明の第２の実施の形態におけるサイズ測定システムでは、上記ノード
の座標情報に加え、人体表面を座標情報で立体的に表現した人体モデルを用いてユーザの
体型及び身体サイズを立体的に再現し、これに基づいてユーザサイズ情報を出力する。
　以下、特記しない限り、本実施の形態における構成及び動作は、第１の実施の形態と同
様であるとして説明を進める。
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【０１７８】
〔２〕第２の実施の形態の構成
（１）管理サーバ３０の構成
（モデル情報の格納及び変更機能）
　本実施の形態における管理サーバ３０の情報格納部３２には、ユーザの体型を立体的に
再現するのに用いられる人体モデルを示すモデル情報が格納されている。
　モデル情報は、標準的な人体の表面形状を３次元仮想空間において立体的に再現したデ
ータであり、管理サーバ３０の制御部３１は当該データに基づいて人体モデルを形成する
ことができる。
　モデル情報は、例えば、ポリゴンデータ、ＣＡＤデータ又は３次元カメラ等により得ら
れた表面形状データであり、人体の表面上の点やポリゴン等の座標情報も含まれる。
【０１７９】
　また、人体モデル上には、衣服型のサイズ測定装置１０と同様に、ノードが配置されて
おり、モデル情報には、各ノードの座標情報が含まれている。
　上記人体モデル上の各ノードは、当該人体モデルが仮にサイズ測定装置１０を装着した
ときに、人体モデル上に位置するノードの位置に対応している。
　従って、モデル情報における各ノードと、サイズ測定装置１０の各ノードとは、互いに
一対一に対応付けられている。
【０１８０】
　制御部３１は、サイズ測定装置１０のノードの座標情報を生成すると、当該サイズ測定
装置１０のノードの座標情報に基づいて、上記人体モデルのノードの座標情報を変更する
。
　例えば、人体モデルが示す標準的なウエストよりも大きなウエストのサイズのユーザが
サイズ測定装置１０を装着すると、人体モデルのウエストに配置されるノードは、身体の
外側へ移動するように座標情報が変更される。
　このように、制御部３１は、人体モデル表面上に配置されているノードの座標を変更す
ると、当該ノードと、当該ノードに隣接する他のノードとの間の距離も拡大又は縮小する
。
　このとき、制御部３１は、互いに隣接するノード間を滑らかに結ぶように当該ノード間
の人体モデル表面の形状を補間することにより、人体モデルにおけるノード間の表面形状
を変更する。
　上記ノード間の表面の変更方法としては、スプライン曲線のような公知の曲線モデルを
用いたものであってもよく、また、これに限定されない。
【０１８１】
　上記のようにして、モデル情報が示す人体モデルの体型は、ユーザ本人の体型及びサイ
ズに近いものに変更される。
　制御部３１は、変更後の人体モデルのノードの座標情報及びノード間の表面の座標情報
を、変更後のモデル情報として情報格納部３２に格納する。
【０１８２】
（スライスデータの生成機能）
　制御部３１は、上記のとおり、サイズ測定装置１０の測定結果によりモデル情報の変更
を行うと、当該変更後の人体モデルを所定方向に沿って薄い層状にスライスした互いに平
行な断面を表すスライスデータを生成する。
　スライスデータは各断面ごとに生成される。
　スライスデータには、人体モデルの断面を生成するときに人体モデルを切断する面であ
る切断面の座標情報と、当該断面に表れる図形の情報が含まれる。
　例えば、人体モデルのウエスト周りに沿って、人体モデルを切断すると、その断面には
、ウエスト周りを表すリング状の図形が表れる。
　そのウエスト周りに沿って切断したときに生成したスライスデータには、その切断面の
座標情報と、ウエスト周りを表すリング状の図形の座標情報とが含まれる。
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【０１８３】
（ユーザサイズ情報の生成機能）
　制御部３１は、当該スライスデータに示される人体モデルの断面を表す図形を解析して
、ユーザサイズ情報を生成する。
　例えば、上述のように、スライスデータに、ウエスト周りを表すリング状の図形の座標
情報が含まれる場合、制御部３１は、その図形の座標情報に基づいて、そのリング状の図
形の周長を出力し、ユーザサイズ情報のウエストのサイズとして、ユーザ測定ＤＢ３２５
に登録する。
【０１８４】
　また、第１の実施の形態と同様に、本実施の形態においても、情報格納部３２には、ユ
ーザサイズ情報の生成アルゴリズムを記述したプログラムが格納されている。
　当該ユーザサイズ情報の生成アルゴリズムには、スライスデータを生成する際に用いる
切断面の位置情報が記述されている。
　切断面の位置情報とは、人体モデルのどの位置を切断面により切断するのかを示す情報
である。
　制御部３１は、上記プログラムを読み出し、ユーザサイズ情報の生成アルゴリズムを用
いて、変更後の人体モデルからスライスデータを生成し、上記切断面の位置情報と、当該
スライスデータに示される図形の数、形状又はサイズ等とに基づいてユーザサイズ情報を
生成する。
【０１８５】
（スライスデータ及びユーザサイズ情報の生成機能の具体例）
　次に、管理サーバ３０によるスライスデータ及びユーザサイズ情報の生成機能の具体例
を説明する。
　なお、以下に示すスライスデータの切断面の位置はあくまで一例であり、任意の位置に
設定することができる。
【０１８６】
　図２６は、本発明の第２の実施の形態における変更後の人体モデルを立体画像で表した
一例を示す図である。
　図の例では、人体モデルの下半身部分を表しており、足首側からウエスト側への方向に
沿って走査し、その走査方向と直交する切断面ＳＬ１～ＳＬ６でユーザの下半身を切って
、当該下半身の断面画像を表すスライスデータを生成した。
【０１８７】
　図２７は、本発明の第２の実施の形態におけるスライスデータの一例を示す図である。
　図２７には、図２６のＳＬ１～ＳＬ６で切断された断面がそれぞれ示されている。
【０１８８】
　本実施の形態では、切断面の位置は、制御部３１が身体形状情報が示すユーザの身体の
立体的形状を所定方向へ走査し、その断面に示される図形と、情報格納部３２に格納され
ているユーザサイズ情報の生成アルゴリズムに記述されている内容とに基づいて決定する
。
　図２６の例では、矢印で示されるかかとからウエストへの方向に走査が行われ、所定間
隔でユーザの下半身の立体的形状の断面を抽出し、当該断面上の図形の数及びサイズ等に
基づいて、切断面ＳＬ１～ＳＬ６の位置を決定する。
　図２６の例では、かかとから走査を開始すると、はじめは両足の断面を示すリング状の
図形が２つ表れ、そのままウエスト方向へ走査を続けると、両足の付け根あたりで、１つ
のリング状の図形が表れるようになる。
　なお、立体から断面を抽出する技術については、公知技術を用いるとしてよい。
【０１８９】
　なお、上記ユーザサイズ情報の生成アルゴリズムには、下記のとおり、切断面ＳＬ１～
ＳＬ６の位置情報が記述されている。
　切断面ＳＬ１は、リング状の図形が２つ生成され、かかとからウエスト方向へ走査して
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、そのリング状の図形の最も径が小さくなる（又は周長が短くなる）最初のピークとなる
位置であり、実際には、ユーザの足首の位置に該当する。
【０１９０】
　切断面ＳＬ２は、リング状の図形が２つ生成され、かかとからウエスト方向へ走査して
、そのリング状の図形の径が大きくなる（又は周長が長くなる）最初のピークとなる位置
であり、実際には、ユーザのふくらはぎの位置に該当する。
【０１９１】
　切断面ＳＬ３は、リング状の図形が２つ生成され、かかとからウエスト方向へ走査して
、そのリング状の図形の径が大きくなる（又は周長が長くなる）２つ目のピークとなる位
置であり、実際には、ユーザの太ももの位置に該当する。
【０１９２】
　切断面ＳＬ４は、かかとからウエスト方向へ走査して、生成されるリング状の図形が２
つから１つに切り替わる位置であり、実際には、ユーザの股下の上端の位置に該当する。
【０１９３】
　切断面ＳＬ５は、リング状の図形が１つ生成され、かかとからウエスト方向へ走査して
、そのリング状の図形の径が大きくなる（又は周長が長くなる）最初のピークとなる位置
であり、実際には、ユーザのヒップの位置に該当する。
【０１９４】
　切断面ＳＬ６は、リング状の図形が１つ生成され、かかとからウエスト方向へ走査して
、そのリング状の図形の径が小さくなる（又は周長が短くなる）最初のピークとなる位置
であり、実際には、ユーザのウエストの位置に該当する。
　また、切断面ＳＬ６として、かかとからウエスト方向へ走査して、上記切断面ＳＬ５（
ヒップ）以降最もリング状の図形の径が最も小さくなる（又は周長が短くなる）位置が設
定されてもよい。
【０１９５】
　管理サーバ３０の制御部３１は、ユーザサイズ情報の生成アルゴリズムから上記スライ
スデータ生成のための切断面の位置情報を読み出して、当該切断面の位置情報に基づいて
、身体形状情報からスライスデータを生成する。
　スライスデータには、各切断面で切断したときに生成したリング状の図形の図形データ
の他、その切断面の走査方向（足の長さ方向）の座標情報も含まれる。
　本例において、人体モデルを起立した状態に配置し、下半身を走査した場合には、制御
部３１は、垂直下方から上方に向けて人体モデルを走査し、切断面の位置情報に基づいて
、切断面ＳＬ１～ＳＬ６の位置を決定していく。
　この場合、各切断面ごとに生成されたスライスデータには、上記のとおり、その切断面
の図形（リング状の図形）の情報と、その切断面の高さ方向の座標情報が含まれる。
【０１９６】
　制御部３１は、その生成したスライスデータが示すリング状の図形の周の長さや走査方
向（足の長さ方向）の位置に基づいて、ユーザサイズ情報を生成する。
　例えば、ユーザサイズ情報のウエストのサイズであれば、制御部３１は、上記切断面Ｓ
Ｌ６に表れているリング状の図形の周の長さを測定することにより生成することができる
。
　また、足首の太さ、ふくらはぎの太さ、太ももの太さ、ヒップのサイズのユーザサイズ
情報については、それぞれ上記切断面ＳＬ１，ＳＬ２，ＳＬ３，ＳＬ５で切断されて生成
されたスライスデータに表れているリング状の図形の周の長さを測定することにより生成
することができる。
【０１９７】
　また、股下等の垂直方向（足の長さ方向）のサイズのユーザサイズ情報については、以
下のとおり生成される。
　制御部３１は、切断面ＳＬ１の走査方向の座標と、切断面ＳＬ４の走査方向の座標とに
基づいて、ユーザの足首（股下の下端）から股下の上端までの長さを算出し、当該算出し
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た長さを股下の長さのユーザサイズ情報として生成する。
　同様に、股上の長さについては、切断面ＳＬ４の走査方向の座標と、切断面ＳＬ６の走
査方向の座標とに基づいて、ユーザサイズ情報が生成される。
　このように、走査方向の長さについては、切断面の走査方向の座標情報に基づいて生成
される。
【０１９８】
　制御部３１は、上記のとおりユーザサイズ情報を生成した後の処理（商品検索結果情報
の提供、ヴァーチャルフィッティング画像の提供等）は、第１の実施の形態と同様である
ので、その説明は省略する。
【０１９９】
　上述のように、本実施の形態では、一例として、ユーザサイズ情報の生成アルゴリズム
において、切断面ＳＬ１～ＳＬ６は、それぞれユーザの足首、ふくらはぎ、太もも、股下
の上端、ヒップ、ウエストの位置に該当する位置に設定され記述されている。
　これはあくまでも一例であり、ユーザの各身体部分のうち測定したい部分によって、切
断面の位置は任意に設定される。
　例えば、指、手首、バスト、肩幅等、様々な身体部分を測定対象とすることができ、そ
の測定対象の身体部分の位置に合わせて切断面の位置は、ユーザサイズ情報の生成アルゴ
リズムに設定され記述される。
【０２００】
　本実施の形態では、切断面の位置を、人体モデルの断面に表れる図形の数及びサイズに
よって決定していたが、その図形の形状や位置、その他の要素に基づいて決定するように
してもよい。
　また、制御部３１は、図形のサイズについては、異なる断面に表れる図形間において相
対的にサイズを比較し、その比較結果に基づいて切断面の位置を決定していたが、図形の
サイズと予めアルゴリズムに記述されている数値とを比較し、その比較結果に基づいて決
定するようにしてもよい。
　また、人体モデルを走査する方向も本実施の形態の例に限定されない。
【０２０１】
〔３〕第２の実施の形態の動作
　次に、本発明の第２の実施の形態におけるサイズ測定システムによるユーザの身体のサ
イズ等の測定動作について説明する。
　図２８，２９は、本発明の第２の実施の形態におけるサイズ測定システムによるユーザ
の身体のサイズ等の測定動作の流れを示すシーケンスチャートである。
　以下、本図に沿って、当該測定動作の説明を進める。
【０２０２】
　本実施の形態におけるステップＳ３０１～Ｓ３１０の動作は、第１の実施の形態におけ
るステップＳ１０１～Ｓ１１０と同様であるので、説明を省略する。
【０２０３】
　管理サーバ３０の制御部３１は、サイズ測定装置１０の各ノードの円柱座標を決定する
と、情報格納部３２から人体モデルを読み出す（ステップＳ３１１）。
【０２０４】
　次に、制御部３１は、上記サイズ測定装置１０の各ノードの円柱座標に基づいて、人体
モデルのノードの位置を変更し、人体モデル全体の形状の変更処理を行う（ステップＳ３
１２）。
【０２０５】
　次に、制御部３１は、上記ユーザサイズ情報の生成アルゴリズムを用いて、上記変更後
の立体形状の人体モデルを切断し、その断面の情報であるスライスデータを生成する（ス
テップＳ３１３）。
【０２０６】
　次に、制御部３１は、上記ユーザサイズ情報の生成アルゴリズムを用いて、上記スライ
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スデータに基づいて、ユーザサイズ情報を生成する（ステップＳ３１４）。
　制御部３１は、当該生成したユーザサイズ情報をユーザ測定ＤＢ３２５に登録する。
【０２０７】
　これ以降の動作（ステップＳ３１５～Ｓ３１７）は、本発明の第１の実施の形態におけ
るステップＳ１１２～Ｓ１１４の動作とそれぞれ同様であるのでその説明を省略する。
　以上で、動作を終了する。
【０２０８】
〔４〕第２の実施の形態のまとめ
　以上説明したように、本発明の第２の実施の形態におけるサイズ測定システムによれば
、管理サーバ３０は、サイズ測定装置１０のノードの座標情報に加えて、人体の標準体型
を立体的に表したモデル情報に基づいてユーザサイズ情報を生成するので、
ユーザは、自身の体型やサイズの情報をより高い精度で取得することができ、身体のサイ
ズや体型を確認したり、サイズや体型に合ったアパレル系商品を検索したりすることを容
易に行うことが可能となる。
【０２０９】
＜実施の形態のまとめ＞
　以上説明したように、本発明の第１の実施の形態におけるサイズ測定システムによれば
、ユーザは例えばタイツやシャツ等を着用するようにサイズ測定装置１０を身体に装着す
るだけで、測定センサの電気的特性（静電容量又は抵抗値等）の値又はその値の変化に基
づいて、身体のサイズ及び形状を特定でき、身体に合ったアパレル系商品を容易に検索す
ることが可能となる。
【０２１０】
　上記のサイズ測定装置１０、ユーザ端末２０及び管理サーバ３０は、主にＣＰＵとメモ
リにロードされたプログラムによって実現される。ただし、それ以外の任意のハードウェ
アおよびソフトウェアの組合せによってこの装置またはサーバを構成することも可能であ
り、その設計自由度の高さは当業者には容易に理解されるところである。
　また、上記のサイズ測定装置１０、ユーザ端末２０又は管理サーバ３０をソフトウェア
モジュール群として構成する場合、このプログラムは、光記録媒体、磁気記録媒体、光磁
気記録媒体、または半導体等の記録媒体に記録され、上記の記録媒体からロードされるよ
うにしてもよいし、所定のネットワークを介して接続されている外部機器からロードされ
るようにしてもよい。
【０２１１】
　なお、上記の実施の形態は本発明の好適な実施の一例であり、本発明の実施の形態は、
これに限定されるものではなく、本発明の要旨を逸脱しない範囲において種々変形して実
施することが可能となる。
　例えば、第１の実施の形態における測定センサは静電容量に基づいて、第１の実施の形
態の変形例３における測定センサは抵抗値に基づいて、ユーザの身体の形状及びサイズを
特定したが、他の電気的特性の変化に基づいて特定するようにしてもよい。
　また、測定センサによる静電容量又は抵抗値の測定するための構成についても、本明細
書に記載されていない公知のあらゆる技術についても適用することができる。
【０２１２】
　また、上記の実施の形態では、ユーザがユーザ端末２０を操作することにより、測定を
開始していたが、ユーザがサイズ測定装置１０に設けられている所定のスイッチ等を操作
することにより、測定を開始するように構成してもよい。
【０２１３】
　また、上記の実施の形態においては、管理サーバ３０は、ユーザ端末２０を介してセン
サ測定情報をサイズ測定装置１０から受信していたが、ユーザ端末２０を介することなく
、有線／無線通信網（例えばＷｉ－Ｆｉ、インターネット又は３Ｇ回線等）を介してサイ
ズ測定装置１０から直接受信するよう構成してもよい。
【０２１４】
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　また、以上説明した各実施形態（変形例も含む）については、直接的に記載されていな
い組み合わせであっても、適宜組み合わされて実施の形態が形成されうる。
【符号の説明】
【０２１５】
　１　　本体部
　４　　測定処理部
　１０　　サイズ測定装置
　１１，２１，３１　　制御部
　１２，２２，３２　　情報格納部
　１３，２３，３３　　通信部
　１４　　検出部
　１５　　測定部
　２０　　ユーザ端末
　２４　　表示部
　２５　　操作部
　３０　　管理サーバ
　３２１　　センサ測定ＤＢ
　３２２　　測定変換ＤＢ
　３２５　　ユーザ測定ＤＢ
　３２６　　商品ＤＢ
　３２７　　体型画像ＤＢ
　３２８　　商品画像ＤＢ
　１２００，Ｓａ～Ｓｌ，Ｓｃ１～Ｓｃ１３　　測定センサ
　１２０１　　誘電膜
　１２０２，１２０３　　電極
　Ｃ１０１，Ｃ１０２　　円
　Ｎａ～Ｎｌ，Ｎｄ１～Ｎｄ４，Ｎｄ１０１，Ｎｄ１０２　　ノード
　Ｒｇ０～Ｒｇ３　　リングユニット
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